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こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
主
題
は
「
高
の
文
反
古
」
の
成
立
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
検
討
し
つ
つ
、
こ
の
作
品
が
井
原
西
鶴
の
作
で
あ
る
か
ど
う
か
に
対
し
て
考

察
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
「
高
の
文
反
古
」
は
西
鶴
遺
作
の
浮
世
草
子
の
第
四
作
に
相
当
す
る
が
、
前
三
作
と
異
り
、
い
わ
ゆ
る
書
簡
体
小
説
で
あ
る
こ
と
、

従
来
の
諸
説
が
、
本
作
を
西
鶴
自
作
で
あ
る
と
す
る
結
論
に
落
着
い
て
い
る
点
に
興
味
が
も
た
れ
る
。
以
上
の
こ
と
が
ら
に
留
意
し
つ
つ
、
「
寓
の
文
反
古
」

の
成
立
過
程
を
探
り
、
そ
の
創
作
技
法
の
問
題
に
ま
で
論
を
進
め
て
み
た
い
。
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問

題

の

提

起

西
鶴
没
後
の
遺
作
は
、
「
西
鶴
置
土
産
」
・
「
西
鶴
織
留
」
・
「
西
鶴
俗
つ
れ
ん
＼
」
・
「
高
の
文
反
古
」
・
「
西
鶴
名
残
の
友
」
の
順
に
刊
行
さ
れ
た
。
う
ち
、
「
名

残
の
友
」
を
除
く
四
作
は
没
年
の
元
禄
六
年
よ
り
年
に
一
作
の
割
合
で
上
梓
さ
れ
、
同
九
年
に
「
文
反
古
」
を
刊
行
後
、
一
二
年
の
期
間
を
お
い
て
十
二
年
四
月

に
「
名
残
の
友
」
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
「
名
残
の
友
」
は
、
そ
の
刊
記
を

元
藤
十
二
己
卯
歳
首
夏
吉
辰
浪
花
書
林

開
板

と
し
、
版
元
名
が
明
確
で
な
い
。
そ
こ
で
し
ば
ら
く
本
書
を
除
い
て
、
の
こ
る
遺
作
の
四
作
品
に
つ
い
て
み
る
と
、
そ
の
出
版
書
障
に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問

ハ1
〉

題
が
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
い
ま
試
み
に
野
間
光
辰
氏
の
「
浮
世
草
子
年
表
」
に
よ
っ
て
概
略
の
と
こ
ろ
を
み
る
に
、
西
鶴
没
年
の
前
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
世

間
胸
算
用
」
か
ら
「
寓
の
文
反
古
」
に
至
る
出
版
書
臨
時
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
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元
糠
五
年

壬
申

正
月

。

入繕

大
本

世
間
胸
算
用

五
冊

元
禄
六
年

葵
酉

弘

。

入繕

大
本

西
鶴
置
土
産

五
冊

大江京
阪戸都

上
村
平
左
衛
門

高
屋
清
兵
衛

伊
丹
屋
太
郎
右
衛
門
板

大江京
阪戸都

田
中
庄
兵
衛

高
屋
清
兵
衛

八
尾
甚
左
衛
門



元
藤
七
年

甲
戊

月

。

入槍

大
本

西
鶴
織
留

六
冊

元
禄
八
年

乙
亥

正
月

。

五大
冊本

西
鶴

俗
つ
れ
ん
＼

元
禄
九
年

丙
子

正
月

。

新
板

西
鶴
文
反
古

五
冊

大
本

ゑ
入

京大江
阪戸

万
屋
清
兵
衛

腐
金
屋
庄
兵
衛

上
村
平
左
衛
門
板

大京
阪都

田
中
庄
兵
衛

八
尾
甚
左
衛
門

京大江
都阪戸

高
屋
清
兵
衛

腐
金
屋
圧
兵
衛

上
村
平
左
衛
門
板
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右
の
表
に
あ
る
江
戸
の
高
屋
は
、
売
さ
ば
き
元
か
相
版
元
か
で
あ
っ
て
主
た
る
版
元
で
は
な
い
。
「
胸
算
用
」
の
版
元
た
る
伊
丹
屋
太
郎
右
衛
門
は
、
西
鶴

本
に
お
い
て
は
本
書
「
胸
算
用
」
以
外
に
そ
の
名
を
見
な
い
。
の
こ
る
書
障
の
、
上
村
平
左
衛
門
と
雁
金
屋
庄
兵
衛
、
及
び
八
尾
甚
左
衛
門
と
田
中
庄
兵
衛
の

各
一
対
の
書
躍
は
、
こ
の
表
で
見
る
か
ぎ
り
西
鶴
遺
作
の
主
た
る
版
元
と
考
え
て
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
再
度
右
表
を
整
理
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

世
間
胸
算
用

元
禄
五
（
万
屋
）
（
伊
丹
）
・
上
村

西
鶴
置
土
産

元
禄
六
（
万
屋
）
・
田
中
・
八
尾

西
鶴
織
留

元
禄
七
（
万
屋
）
・
雁
金
屋
・
上
村

西
鶴
俗
つ
れ
ん
＼
元
禄
八

田
中
・
八
尾

高
の
文
反
古

元
禄
九

（
万
屋
）
・
雁
金
屋
・
上
村



こ
の
略
表
に
よ
っ
て
判
る
よ
う
に
、
上
村
・
雁
金
屋
系
の
西
鶴
本
と
八
尾
・
田
中
系
の
西
鶴
本
は
、
各
々
一
年
置
き
に
板
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
胸

算
用
」
を
ふ
く
め
て
元
禄
五
年
は
上
村
系
、
六
年
は
八
尾
系
、
七
年
の
「
織
留
」
が
上
村
系
、
八
年
の
「
俗
つ
れ
ん
＼
」
が
八
尾
系
、
そ
し
て
九
年
が
上
村
系

と
い
う
工
合
に
。

右
の
こ
と
が
ら
は
井
原
西
鶴
の
遺
作
を
考
え
る
際
に
、
ま
こ
と
に
興
味
あ
る
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま
ず
西
鶴
遺
作
の
板
行
に
は

京
の
上
村
平
左
衛
門
と
田
中
庄
兵
衛
、
大
阪
の
八
尾
甚
左
衛
門
と
雁
金
屋
庄
兵
衛
の
四
書
障
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
。
し
か
も
こ
の
四
者
は
、
江
戸
に
お
け
る

西
鶴
本
出
板
・
売
捌
の
老
舗
た
る
高
屋
清
兵
衛
と
そ
れ
ぞ
れ
交
渉
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
出
版
書
揮
と
西
鶴
遺
作
の
関
わ
り
は
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ぬ
問

題
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

(2
>

そ
こ
で
つ
ぎ
に
上
記
五
作
品
の
刊
記
を
そ
れ
ぞ
れ
初
刷
本
と
目
さ
れ
る
も
の
か
ら
順
次
記
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

京
ニ
条
通
堺
町

上
村
平
左
衛
門
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1

「
世
間
胸
算
用
」

元
禄
五
壬
申
年
初
陽
吉
日

書

皐

江
戸
青
物
町高

屋
清
兵
衛

大
阪
梶
木
町伊

丹
屋
太
郎
右
衛
門
板
行

2

「
西
鶴
置
土
産
」

京
洛
寺
町
五
条
上
ル
町

田
中
庄
兵
衛



書

林

武
江
青
物
町高

屋
清
兵
衛

浪
花
堺
筋
備
後
町

八
尾
甚
左
衛
門

元
禄
六
発
酉
載
冬
月
吉
日

西
鶴
俗
つ
れ
ん
＼

自
作
追
而

出
来
申
候

3

「
西
鶴
織
留
」

万
屋
清
兵
衛

-5-

江

戸

フE
三禄
月七
吉成甲
日年

大

坂

腐
金
屋
庄
兵
衛

京

上
村
平
左
衛
門
板

4 
－寸

元西
禄鶴
八つ
乙れ

主ぐ
孟」

春
てと

日

京
洛
寺
町
五
条
上
ル
町

田
中
圧
兵
衛



書

林

5

「
寓
の
文
反
古
」

元
禄
九
年

子
ノ正

月
吉
田

浪
花
堺
筋
備
後
町

八
尾
甚
左
衛
門

江

戸

万
屋
清
兵
衛

大

坂

腐
金
屋
圧
兵
衛

尽

上
村
兵
左
衛
門
板

こ
れ
に
上
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
置
土
産
」
は
三
都
相
板
、
「
俗
つ
れ
作
L

」
は
京
の
田
中
、
大
坂
の
八
尾
の
相
板
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
織
留
」
と

「
文
反
古
」
は
と
も
に
京
の
上
村
の
単
独
板
行
に
、
売
さ
ば
き
元
の
江
戸
の
高
屋
・
大
坂
の
雁
金
屋
が
名
を
連
ね
る
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
上
村
板
の
刊

記
の
形
式
は
「
世
間
胸
算
用
」
の
場
合
は
伊
丹
屋
が
版
元
に
な
っ
て
い
る
が
他
の
二
作
品
の
刊
記
と
類
似
の
も
の
と
言
い
得
ょ
う
。
こ
う
し
た
形
式
の
刊
記
を

如
く
で
あ
る
。

有
す
る
西
鶴
本
を
他
に
求
め
る
と
、
元
禄
六
年
の
「
浮
世
栄
花
一
代
男
」
、
同
九
年
の
「
好
色
兵
揃
」
が
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
。
こ
の
二
作
品
の
刊
記
は
次
の

6

「
浮
世
栄
花
一
代
男
」

元
禄
六
年

酉

江
戸
日
本
橋
青
物
了

高
屋
清
兵
衛

-6-



正
月
吉
日

大
坂
心
斎
橋
上
人
町

臆
金
屋
庄
兵
衛

京

油
屋
宇
右
衛
門

松
葉
屋
平
左
衛
門
板

7

「
好
色
兵
揃
」

元
禄
九
年

丙
子一

一
月
上
旬

江
戸
日
本
橋万

屋
清
兵
衛

京
二
条
通

松
葉
屋
平
左
衛
門

大
坂
上
人
町
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雁
金
屋
圧
兵
衛
板
行

こ
の
刊
記
に
み
え
る
松
葉
屋
は
書
障
上
村
の
屋
号
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
た
と
え
ば
元
禄
十
一
年
版
以
下
宝
永
六
年
版
に
い
た
る
「
書
籍
目

録
大
全
」
に
は
、

上回
村高
平）

車
い
〈
わ

栄
花
一
代
男

二
匁
五
分

と
あ
り
、
本
書
が
松
葉
屋
（
上
村
）
の
板
行
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
つ
ぎ
に
「
好
色
兵
揃
」
は
、
「
色
里
三
所
世
帯
」
の
改
鼠
本
で
あ
り
、
こ
の
刊

記
に
つ
い
て
は
「
図
録
西
鶴
」
の
解
説
に
、
「
記
載
の
様
式
か
ら
見
て
、
大
坂
の
雁
金
屋
が
版
元
。
江
戸
の
高
屋
・
京
の
松
葉
屋
は
そ
れ
ぞ
れ
取
次
売
捌
元
。
」



と
あ
る
。
も
と
「
色
里
三
所
世
帯
」
は
、
元
禄
九
年
版
の
「
書
籍
目
録
大
全
」
の

四
（
冊
）

同
（
雁
金
や
庄
兵
衛
）
同
（
好
色
）
三
所
ぜ
た
い
武
匁

(3
) 

と
あ
る
の
を
同
書
だ
と
す
れ
ば
、
雁
金
屋
の
板
行
に
関
わ
る
も
の
で
、
雁
金
屋
と
松
葉
屋
の
結
び
つ
き
の
深
さ
が
察
せ
ら
れ
よ
う
。

さ
ら
に
も
う
一
例
こ
う
し
た
刊
記
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

8
「
石
車
」

京

城

上
村
平
左
衛
門

元
禄
四
辛
未
歳
中
秋

江

府

万
屋
清
兵
衛

大

坂

害

，＞%ι 

主主

善

9

「
難
波
土
産
「

元
禄
六
年
突
酉
正
月
吉
日
／
板
本
／
龍
一
昨
一
本
橋
万
屋
清
兵
衛
／
京
二
条
通
松
葉
屋
平
左
衛
門
／
競
恥
斉
橋
雁
金
屋
圧
兵
衛
（
図

録
西
鶴
・
解
題
に
よ
る
）

こ
こ
に
例
示
し
た
俳
書
二
作
品
の
刊
記
に
お
い
て
は
、
西
鶴
作
の
「
俳
譜
石
車
」
と
、
静
竹
窓
菊
子
編
の
「
難
波
土
産
」
の
あ
い
だ
に
、
明
確
に
版
元
の
意

- 8 ー



志
が
は
た
ら
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
れ
は
版
元
の
上
村
が
、
西
鶴
質
疑
本
や
非
西
鶴
本
に
は
屋
号
を
記
入
し
て
本
姓
を
名
乗
ら
ぬ
事
例
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
九
例
の
刊

記
を
引
用
し
た
が
、
う
ち
「
浮
世
栄
花
一
代
男
」
は
西
鶴
質
疑
本
の
一
つ
で
あ
る
。
「
好
色
兵
揃
」
は
前
述
の
と
お
り
「
色
里
一
二
所
世
帯
」
の
改
憲
本
で
あ

り
、
俳
書
「
難
波
土
産
」
は
西
鶴
の
編
著
で
な
い
。
こ
れ
ら
三
本
は
い
ず
れ
も
刊
記
に
屋
号
松
葉
屋
を
名
乗
っ
て
い
る
。
本
姓
上
村
と
名
乗
る
の
は
、
ー
の

「
胸
算
用
」
、3
の
「
織
留
」
、5
の
「
文
反
古
」
、8
の
「
石
車
」
の
四
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
或
い
は
ま
っ
た
く
の
偶
然
か
も
し
れ
な
い
。
こ
ん
に
ち
の
時
点
か

ら
で
は
一
書
障
が
屋
号
と
姓
と
を
刊
記
に
お
い
て
使
い
分
け
す
る
操
作
が
何
に
起
因
す
る
の
か
を
た
し
か
め
る
方
途
は
ま
ず
あ
る
ま
い
。
だ
が
い
っ
ぽ
う
に
お

い
て
、
上
村
と
名
乗
る
刊
記
の
諸
本
が
、
そ
の
造
本
過
程
に
書
臨
時
の
意
図
を
反
映
し
、
西
鶴
作
た
る
こ
と
を
読
者
に
印
象
づ
け
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
の
操
作
を

ほ
ど
こ
し
て
い
る
こ
と
が
跡
付
け
ら
れ
る
と
し
た
ら
、
如
上
の
考
察
も
無
駄
で
は
あ
る
ま
い
。
刊
記
に
上
村
を
名
乗
る
上
記
三
作
品
の
浮
世
草
子
に
つ
い
て
さ

ら
に
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

- 9 ー

上
村
系
西
鶴
本
の
形
態

「
世
間
胸
算
用
」
を
ふ
く
め
て
「
西
鶴
織
留
」
・
「
高
の
文
反
古
」
の
三
作
品
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
題
策
に
題
名
の
下
に
副
題
を
設
け
て
い
る
。
「
世
間
胸
算
用
」

は
角
書
を
「
絵
入
」
と
し
副
題
は
「
大
晦
日
ハ
一
日
千
金
」
で
あ
る
。
「
西
鶴
織
留
」
は
角
書
を
「
絵
入
」
と
し
副
題
は
「
世
の
人
心
」
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は

あ
く
ま
で
も
元
禄
版
原
刻
本
に
よ
り
、
書
随
時
の
意
志
を
正
確
に
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
最
初
の
形
態
に
し
た
が
う
こ
と
に
す
る
。
も
と
副
題
は
「
世
の
人

(4
>

心
」
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
く
。
木
村
三
四
吾
氏
の
説
の
ご
と
く
元
禄
版
通
行
本
は
北
傑
団
水
等
と
書
障
と
の
妥
協
か
ら
生
じ
た
版
本
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。つ

ぎ
に
「
高
の
文
反
古
」
の
題
策
は
左
の
如
く
で
あ
る
。



ゑ新

入板

西

麗

文

反

古

世
話
文
章

「
高
の
文
反
古
」
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
頃
に
刊
行
さ
れ
た
元
禄
九
年
版
河
内
屋
利
兵
衛
刊
の
「
書
籍
目
録
大
全
」
に
は
、
「
さ
」
の
項
「
か
な
」
の
部
の
末
尾
に

ま
さ
に
付
け
た
り
の
如
き
形
で
「
西
鶴
文
反
古
」
の
書
名
が
み
ら
れ
る
。
内
題
は
「
高
の
文
反
古
」
で
あ
り
な
が
ら
外
題
及
び
書
籍
目
録
に
「
西
鶴
文
反
古
」
と

う
た
う
ゆ
え
ん
は
書
県
の
需
め
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
し
て
同
時
に
外
題
下
の
副
題
も
作
品
構
成
の
よ
っ
て
き
た
る
因
を
示
そ
う

と
す
る
書
皐
に
よ
る
題
材
の
指
標
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
高
の
文
反
古
」
は
「
世
話
文
章
」
を
そ
の
題
材
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
「
文
章
は
、
「
は
H
A

(5
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か
り
な
が
ら
文
章
を
こ
の
ま
ん
」
（
「
好
色
一
代
男
」
巻
一
の
二
「
は
づ
か
し
な
が
ら
文
言
葉
」
）
の
「
文
章
」
で
あ
る
。
「
世
話
」
は
「
風
俗
之
郷
談
」
の
謂
で

(6
) 

あ
り
、
庶
民
の
間
で
慣
用
の
こ
と
ば
の
謂
で
あ
る
。
「
愁
殺
ニ
人
一
ハ
唐
ノ
世
話
ゾ
、
日
本
一
一
テ
人
コ
ロ
シ
ス
ル
ト
云
ホ
ド
ノ
事
ゾ
。
」
。
（
「
三
体
詩
抄
」
）
の
「
世
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話
」
で
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
「
世
話
文
章
」
と
は
、
世
俗
の
慣
用
の
こ
と
ば
で
綴
っ
た
書
簡
文
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
書
簡
文
と
い
う
よ
り
当
代
に
あ
っ
て
は

往
来
物
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
村
幸
彦
氏
の
次
の
文
章
が
こ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
。

「
西
鶴
と
想
像
さ
れ
る
文
反
古
の
原
作
者
が
、
書
簡
体
小
説
を
計
画
し
た
時
、
念
頭
に
先
ず
浮
ん
だ
も
の
は
こ
れ
迄
の
書
簡
体
小
説
（
注
記
省
略
）
に
於
て
も

影
響
の
濃
い
往
来
物
で
あ
っ
た
ろ
う
。
i

中
略
ー
も
し
彼
（
西
鶴
）
が
作
者
で
あ
れ
ば
、
こ
の
書
簡
体
小
説
で
は
、
是
非
こ
れ
（
往
来
物
に
於
け
る
何
々
づ

く
し
、
何
々
一
揃
の
形
式
｜
筆
者
注
）
を
試
み
た
か
っ
た
と
想
像
す
る
。
文
反
古
を
、
そ
の
目
で
見
れ
ば
、
往
来
物
風
に
、
何
々
づ
く
し
、
何
々
揃
と
も
称
す

べ
き
も
の
を
含
ん
だ
章
、
露
骨
で
な
く
こ
の
特
色
を
盛
込
ん
だ
章
が
、
か
な
り
に
発
見
出
来
る
。
」
（
「
万
の
文
反
古
の
諸
問
題
」
）

以
下
に
お
い
て
氏
は
「
文
反
古
」
各
章
か
ら
そ
う
し
た
傾
向
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
往
来
物
と
「
文
反
古
」
の
関
わ
り
か
た
を
示
唆
し

陣
峻
康
隆
氏
に
、
「
わ
が
国
の
書
翰
体
小
説
は
、
書
翰
体
の
教
科

書
一
『
往
来
物
』
の
伝
統
を
背
景
と
し
て
、
平
安
朝
末
期
（
十
二
世
紀
末
）
に
発
生
し
、
室
町
時
代
（
十
五
世
紀
）
に
持
情
的
な
る
艶
書
小
説
と
し
て
過
渡
的
形

た
中
村
氏
の
前
記
の
文
章
を
重
視
し
た
い
と
思
う
。
す
で
に
こ
う
し
た
方
面
の
研
究
に
は
、

成
を
示
し
、
近
世
徳
川
時
代
前
期
（
十
七
世
紀
末
）
に
至
っ
て
完
成
し
た
。ー
中
略
l

近
世
初
頭
の
実
用
的
な
『
薄
雪
物
語
』
に
発
し
、貞
享
の
『
年
八
卦
』



を
経
て
、
元
禄
の
『
高
の
文
反
古
』
に
至
る
三
段
階
の
う
ち
に
、
見
事
に
露
骨
な
る
実
用
性
を
揚
棄
し
て
、
そ
れ
自
体
の
目
的
と
機
能
を
も
っ
て
人
生
に
奉
仕

(7
) 

す
る
一
流
の
文
学
に
ま
で
成
長
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
に
と
す
る
所
説
が
あ
る
。
障
峻
氏
の
説
か
れ
る
、
「
薄
雪
物
語
」
か
ら
そ
の
実
用
性
を
離
れ
て
「
色
欲
年

<8
)

八
卦
」
（
「
浮
世
草
子
年
表
」
に
よ
る
）
・
「
好
色
文
伝
授
」
等
を
経
て
「
高
の
文
反
古
」
へ
の
系
譜
は
、
「
近
世
的
・
文
学
的
な
る
」
も
の
へ
の
発
展
と
考
え
ら
れ

ぬ
で
は
な
い
。
し
か
し
い
っ
ぽ
う
で
は
中
村
氏
の
説
か
れ
る
往
来
物
へ
の
顧
慮
も
「
文
反
古
」
の
作
者
に
な
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
「
世
話
用
文
章
」
と
題
す
る
大
本
三
巻
の
往
来
物
・
節
用
集
が
あ
る
。
本
書
は
上
・
中
の
二
巻
の
内
題
を
「
世
話
用
文
章
」
と
し
、
下
巻
の
内
題
を

「
世
話
字
節
用
集
」
と
す
る
。
帥
田
子
著
の
本
書
は
、
内
題
が
示
す
よ
う
に
上
・
中
巻
が
世
話
に
く
だ
い
た
往
来
物
で
あ
り
、
下
巻
が
節
用
集
二
十
丁
よ
り
成

る
も
の
で
、
元
禄
五
年
の
刊
行
、
宝
永
六
年
再
刷
本
板
行
で
あ
る
。
下
巻
の
節
用
集
の
性
格
は
、
二
十
丁
裏
の
政
文

凡
文
に
ハ
貴
人
高
位
に
披
露
す
る
諸
礼
格
式
の
文
章
あ
り
朋
友
親
族
に
通
ず
る
切
紙
捻
文
の
略
札
あ
り
と
も
に
世
話
字
の
入
事
あ
れ
ど
も
み
な
平
仮
名
に
書

て
埼
を
明
る
事
を
お
も
ひ
て
世
話
の
正
字
を
文
章
に
綴
者
也
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と
あ
る
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
国
会
本
に
よ
れ
ば
そ
の
刊
記
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

元
議
五
模
壬
申
夷
則
吉
田

書
林
貞
節
軒
洛
陽
佐
野
彦
三
郎
梓

た
と
え
ば
中
巻
の
一
節
を
引
け
ば
（
四
オ
）
、

せ
品
れ
富
苧
ん
ち
宇
も
の
じ
ゃ
ム
ー
ふ
み
お
や
色
晶
ぐ
み
は
て

小
l

一
儀
脂
茶
者
ニ
而
邪E
踏
親
茂
寛
坐
果
申
候
（
以
下
略
）

と
あ
り
、
頭
注
に
は
、



［言｜｜雪｜｜事［
船
酔
に
茶
を
ぬ
り
た
る
ご
と
く
さ
つ
は
り
と
せ
ぬ
也

品
し
ふ
み
よ
己
し
ま

足
踏
を
し
て
邪
を
い
ふ
な
り

あ
ぐ
み
飽
満
共

（
以
下
略
）

と
あ
る
ご
と
き
で
あ
る
。
下
巻
の
「
世
話
字
節
用
集
」
は
、

ま宇2
そ~が
ら日ヨし

た

露3
霜3

は
る
な
つ
あ
き
ふ
申

発
欽

居Z
諸。

の
よ
う
で
あ
る
（
以
上
東
大
本
に
よ
る
）
。
こ
の
節
用
集
は
元
禄
五
年
の
佐
野
彦
三
郎
板
の
他
に
佐
野
八
兵
衛
板
（
同
年
）
及
び
前
述
の
宝
永
六
年
板
が
あ
り

本
書
の
性
質
か
ら
い
っ
て
も
比
較
的
流
布
し
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
し
、
「
高
の
文
反
古
」
の
副
題
「
世
話
文
章
」
は
本
書
の
題
名
「
世
話
用
文
章
」
に
あ
る

い
は
な
に
ほ
ど
か
を
負
う
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
世
に
行
わ
れ
る
実
用
書
の
、
評
判
記
・
名
所
記
と
西
鶴
の
浮
世
草
子
と
の
関
わ
り
は
す
で
に
説- 12 -

か
れ
て
久
し
い
も
の
が
あ
る
。
遊
女
評
判
記
と
「
好
色
一
代
男
」
後
半
の
名
妓
列
伝
、
あ
る
い
は
「
諸
艶
大
鑑
」
、
野
郎
評
判
記
と
「
男
色
大
鑑
」
、
諸
分
秘
伝

書
と
「
好
色
一
代
女
」
、
「
長
者
教
」
と
「
日
本
永
代
蔵
」
。
そ
う
し
た
大
雑
把
な
図
式
で
考
え
る
と
す
れ
ば
、
往
来
物
と
「
高
の
文
反
古
」
も
す
で
に
基
本
的

な
概
念
と
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
「
日
本
永
代
蔵
」
の
副
題
「
大
一
繭
新
長
者
教
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
、
「
古
臭
い
『
長
者
教
」
に
代
り
、
金
銀
の
乱
れ
と
ぶ

(9
>

世
に
通
用
す
る
新
し
い
致
富
・
処
世
の
教
訓
書
を
企
重
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
世
話
用
文
章
」
と
「
世
話
文
章
」
の

関
わ
り
あ
い
も
さ
ほ
ど
無
理
な
く
納
得
で
き
る
態
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
高
の
文
反
古
」
は
こ
の
時
点
で
み
る
限
り
往
来
物
「
世
話
用
文
章
」
の
浮
世

草
子
化
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
上
村
版
西
鶴
本
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
形
態
の
う
え
で
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
点
が
あ
る
。
つ
ぎ
に
序
文
の
署
名
を
み
る
こ
と
に
す
る
。



「
世
間
胸
算
用
」
は
序
文
の
署
名
を
「
元
禄
五
申
歳
初
春
／
難
波
／
西
鶴
『
松
害
』
（
印
・
陰
刻
ご
と
す
る
。

「
西
鶴
織
留
」
は
、
「
難
波
／
西
鶴
『
松
害
』
（
印
・
陽
刻
）
／
元
様
其
月
其
日
『
松
害
』
（
印
・
陰
刻
）
」
と
あ
る
。

西
鶴
『
松
寄
』
（
印
・
陰
刻
）
」
で
あ
る
。

「
高
の
文
反
古
」
は
、
「
其
月
其
日

ち
な
み
に
「
西
鶴
織
留
」
は
、
元
藤
版
通
行
本
に
は
元
藤
七
年
戊
卯
月
上
旬
の
難
波
俳
林
団
水
誌
な
る
署
名
を
も
っ
北
条
団
水
の
序
文
を
附
す
が
、
前
述
の

ご
と
く
団
水
と
書
障
と
の
整
本
に
関
す
る
交
渉
以
前
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
原
刻
本
に
よ
っ
て
み
れ
ば
団
水
の
序
文
は
も
と
も
と
は
ふ
く
ん
で
い
な
か
っ
た

は
ず
で
あ
る
。

これに比して、八尾系西鶴本の題策及び序文のありかたはどうか。いまわかりやすくこれを一覧表にして示すと次図のようになる。
繕入 ⑧ 繕入

題
西 西

鶴
俗

鶴

奈
徒

遠
、世ー 連

策記

里
見

台E
繕 家

友
入 計 例

終五 四
一 一一

鵡フじ 巻末 西鶴難波 ~ー~元酉穣7寺ミJ¥ 
乙

書障政 松寄」「 陽刻印の 序

己刻町陰 月の
陰刻印

文

平」Y「G 平元」「 はめl- の

序

陰刻印 藤房」「
署

名

序 陽刻印 松寄」「
例

序 陰刻印
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こ
こ
に
は
八
尾
系
と
断
定
で
き
ぬ
「
西
鶴
名
残
の
友
」
を
も
加
え
た
が
、こ
れ
を
ふ
く
め
て
、
「
置
土
産
」
・
「
俗
つ
れ
件
、
」
に
は
北
条
団
水
の
序
文
が
あ

り
、
「
置
土
産
」
・
「
名
残
の
友
」
は
さ
ら
に
丁
寧
に
も
西
鶴
自
筆
な
る
む
ね
の
注
記
ま
で
が
記
入
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
上
村
系
の
西
鶴
本
は
こ

と
ご
と
く
団
水
の
序
を
有
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
目
録
の
配
置
も
両
系
列
は
特
徴
を
も
っ
。
こ
れ
も
上
村
系
と
八
尾
系
を
わ
け
で
例
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
各
々
巻
一
の
一
を
例
に
と
る
。

世
間

問点型
大は屋雷
晦やの巴
里？寛；
治省澗；
手 n 女
形千ち
如種；
件百

口主
染

一寸

西

鶴
油A 織

上四宮’空
k 千園ム
吉七の
諸i 百か
白？貫く
大目れ
明君は里i
神2 聞？
ん耳？
の
と
く
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θ
 

高
の

-m・由文
巌塁
のと
大：f
事じ
y、

正
月
仕し
舞t

θ
 

随
分
尾
を
見
せ
ぬ
と
ら
の
年
の
暮

千
里
に
け
て
も
借
銭
n
ゆ
る
ざ
し

（
以
上
、
上
村
系
）



吋
西
鶴
置
土
産
」

大Z
古2 釜2
金主の
屋ぬ
かき
寝ね残2
覚3 し

夢2 た水情2 つ
n が n nけら

明3 ひ袖ふき
方主ににぢ物か
2 裸？か崎：傘2
風ふ i:.ｷ が t.r c 
品物t る待；c 
敷I 語t 迷R 夜ょの

惑マ 雨ま

「
西
鶴
俗
つ
れ
んX
」

門
に
き
ん
酒
の
札

す
き
よ
き
い
甘
ん

θ
過
て
能
ハ
親
の
異
見

兼
好
か
公
事
相
手
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あ
し
き

n
酒

大
い
ひ
き
初
夢

説
経
も
聞
所

隣
の
酒
盛
に
頭
痛

（
以
上
、
八
尾
系
）

以
上
の
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
「
胸
算
用
」
・
「
織
留
」
・
「
文
反
古
」
の
目
録
は
章
題
傍
の
小
見
出
し
が
二
行
よ
り
成
り
、
「
置
土
産
」
・
「
俗
つ
れ

介
、
」
は
章
題
下
に
五
行
に
わ
か
ち
書
き
し
た
小
見
出
し
を
も
っ
。

題
策
、
副
題
の
有
無
、
序
文
の
形
、
目
録
の
書
式
、
刊
記
の
様
式
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
た
結
果
が
以
上
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
結
果
か
ら
判
断
す
れ

ば
、
原
作
者
の
意
志
や
、
遺
作
の
素
志
に
従
っ
て
書
擦
が
忠
実
に
製
本
し
て
い
っ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
こ
に
は
自
己
の
出
版
物
に
対
し
て
明

確
な
造
本
意
識
を
有
し
て
い
る
版
元
の
あ
か
ら
さ
ま
な
態
度
が
如
実
に
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
織
留
」
の
副
題
「
世
の
人
心
」
及
び
「
本



朝
町
人
鑑
」
に
か
ら
む
、
遺
稿
整
理
者
と
版
元
と
の
交
渉
（
と
推
定
さ
れ
る
）
を
生
じ
さ
せ
る
因
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
西
鶴
遺
稿
の
出
版
は
単
に
北
条
団
水
等
の
手
に
よ
る
の
み
で
な
く
、
版
元
の
意
志
が
か
な
り
な
度
合
い
で
加
え
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
「
高
の
文
反
古
」
は
書
騨
上
村
平
左
衛
門
の
手
に
よ
っ
て
、
西
鶴
作
品
と
し
て
の
装
い
を
凝
ら
し
て
出
版

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
寓
の
文
反
古
」
の
内
容

出
版
書
随
時
と
読
者
の
関
係
を
こ
ん
に
ち
の
目
で
み
れ
ば
装
訂
も
造
本
の
形
態
も
そ
れ
ぞ
れ
の
書
躍
の
特
徴
が
顕
著
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
読
者
の
印
象
も
鮮
明

だ
し
購
買
欲
を
か
き
立
て
も
す
る
。
新
刊
書
が
近
年
逝
っ
た
著
名
な
作
家
の
遺
作
で
あ
る
と
き
、
す
で
に
生
前
か
ら
そ
の
作
家
の
作
品
を
手
が
け
て
き
た
馴
染

み
の
書
擦
は
、
生
前
の
出
版
物
と
似
た
よ
う
な
製
本
に
佐
立
て
て
遺
作
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
だ
け
で
読
者
は
そ
の
作
家
の
真
実
の
遺
作
で
あ
る
と

い
う
安
心
感
を
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
作
家
と
従
来
交
渉
の
な
か
っ
た
書
臨
時
で
あ
っ
た
場
合
は
、
し
か
も
そ
の
書
障
が
、
今
は
亡
き
作
家
の
、
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弟
子
と
の
縁
に
よ
っ
て
の
遺
作
の
出
版
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
書
臨
時
の
宣
伝
文
も
必
要
だ
し
、
弟
子
で
あ
る
人
間
の
序
文
も
必

要
だ
し
、
だ
い
い
ち
に
逝
っ
た
作
家
の
自
筆
原
稿
な
る
も
の
も
掲
載
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
書
躍
は
そ
の
単
行
本
を
な
に
よ
り
も
ま
ず
売
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の

だ
。
あ
た
う
限
り
多
く
の
部
数
を
さ
ば
か
ね
ば
な
ら
ぬ
商
品
だ
か
ら
で
あ
る
。
八
尾
系
の
二
書
躍
、
八
尾
甚
左
衛
門
と
田
中
庄
兵
衛
に
は
そ
れ
だ
け
の
弱
味
が

（
叩
）

あ
っ
た
。
ど
う
考
え
て
も
、
元
禄
五
年
の
俳
書
「
移
徒
抄
」
以
来
、
西
鶴
と
旧
縁
深
い
雁
金
屋
圧
兵
衛
や
、
元
禄
四
年
の
「
石
車
」
以
来
の
上
村
平
左
衛
門
が

商
売
仇
で
は
、
一
年
交
替
の
遺
作
出
版
と
い
う
と
り
き
め
が
よ
し
ん
ば
あ
っ
た
に
せ
よ
、
商
品
と
し
て
読
者
に
与
え
る
価
値
の
比
重
が
ち
が
っ
て
く
る
。
ど
こ

か
ら
で
も
西
鶴
の
署
名
な
ど
入
手
出
来
る
雁
金
屋
・
松
葉
屋
と
は
同
一
線
上
に
並
ん
で
競
え
る
力
量
も
な
い
。
前
掲
「
置
土
産
」
・
「
俗
つ
れ
ん
＼
」
の
序
文
・

蹴
文
・
自
筆
注
記
の
物
々
し
き
は
、
こ
う
し
て
操
作
さ
れ
た
八
尾
・
田
中
両
書
臨
時
の
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
。

自
筆
と
注
記
の
な
い
「
文
反
古
」
が
自
筆
で
な
い
の
ほ
か
え
っ
て
書
臨
時
の
自
信
の
ほ
ど
が
し
の
ば
れ
る
し
、
「
『
万
の
文
反
古
』
の
版
下
が
西
鶴
筆
で
な
い
こ



つ
u
v

と
は
、
し
か
し
こ
の
作
品
が
西
鶴
作
で
な
い
こ
と
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
」
の
で
あ
る
。
（
と
は
い
え
、
自
筆
と
注
記
が
な
い
「
文
反
古
」
の
版
下
は
、
実

は
ま
こ
と
に
西
鶴
筆
に
似
せ
た
筆
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う
解
く
か
は
、
い
ま
こ
こ
で
は
別
問
題
で
あ
る
。
以
上
の
叙
述
は
書
臨
時
の
側

に
立
つ
て
の
自
信
の
ほ
ど
を
示
す
逆
説
的
発
言
で
あ
る
。
）
上
村
系
の
書
障
が
北
条
団
水
の
序
文
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
だ
し
、
八
尾
系
の
版
元

が
常
に
団
水
の
序
文
を
か
か
げ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。
「
西
鶴
織
留
」
の
通
行
本
と
原
刻
本
と
に
お
け
る
団
水
序
文
の
有
無
の
事
実
を
こ

こ
で
も
う
い
ち
ど
思
い
起
せ
ば
、
こ
う
し
た
元
禄
期
出
版
書
障
の
西
鶴
遺
作
の
刊
行
問
題
に
関
与
し
て
、
う
ご
き
ま
わ
る
北
条
団
水
の
姿
が
妙
に
浮
か
び
あ
が

っ
て
く
る
。
以
上
、
要
ら
ざ
る
空
想
の
言
辞
を
弄
し
た
き
ら
い
も
あ
る
が
、
い
ま
ま
で
の
事
実
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
推
論
と
し
て
あ
え
て
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を

言
っ
て
お
こ
う
。
で
は
「
高
の
文
反
古
」
の
本
文
は
ど
う
な
の
か
。
つ
ぎ
に
は
内
容
の
検
討
に
は
い
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

ま
ず
「
文
反
古
」
の
一
章
を
例
に
と
ろ
う
。
巻
二
の
三
「
京
に
も
思
ふ
や
う
成
事
な
し
」
は
妻
女
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
と
り
か
え
て
零
落
し
て
い
く
仙
台
出
身
の

男
の
書
簡
文
を
の
せ
て
い
る
。
こ
の
章
は
「
本
朝
二
十
不
孝
」
巻
一
の
三
の
小
鶴
と
い
う
女
が
呉
服
屋
・
菊
酒
屋
・
木
薬
屋
と
縁
家
を
か
え
十
八
カ
所
も
嫁
ぎ

な
お
し
て
堕
落
し
て
い
く
は
な
し
と
類
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
中
村
幸
彦
氏
は
こ
う
し
た
説
話
構
成
に
つ
い
て
、
こ
の
両
説
話
は
、

「
男
と
女
を
と
り
か
え
て
考
え
て
見
た
も
の
で
あ
り
、
巻
三
の
二
は
家
政
に
失
敗
し
た
男
の
所
務
分
の
次
第
の
公
開
で
あ
り
、
『
永
代
蔵
』
巻
五
の
三
に
は
立

派
な
家
政
を
な
し
と
げ
た
人
の
所
務
分
が
上
っ
て
い
て
、
家
政
成
否
の
要
点
は
共
通
し
て
い
る
。
プ
ロ
ッ
ト
が
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、
テ
ー
マ
は
一
つ
に
し

〈
ロ
）

て
、
作
者
の
信
念
が
相
通
じ
て
い
る
。
」
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と
さ
れ
、
同
時
に
往
来
物
風
に
何
々
づ
く
し
、
何
々
揃
と
い
う
べ
き
要
素
を
も
ふ
く
む
章
と
し
て
、
巻
二
の
三
と
巻
三
の
二
は
西
鶴
作
と
し
て
認
め
る
立
場

に
立
た
れ
て
い
る
。
こ
の
中
村
氏
の
御
指
摘
は
氏
の
西
鶴
研
究
に
お
け
る
基
本
態
度
の
一
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
西
鶴
の
創
作
態
度
を
ど
う
把
握
す
る

（
臼
〉

か
と
い
う
問
題
に
対
す
る
氏
の
回
答
の
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
指
摘
は
す
で
に
堤
精
二
氏
に
も
あ
る
も
の
で
、
「
置
土
産
」
巻
四
の
ニ
は
、
長
崎
の
鹿

と
い
う
大
尽
が
吉
野
太
夫
を
請
け
出
す
は
な
し
で
、
「
諸
艶
大
鑑
」
巻
一
の
四
に
お
け
る
越
後
の
客
の
、
吉
野
太
夫
を
身
請
け
し
そ
こ
な
っ
て
吉
野
山
麓
に
太

ハ
弘
〉

夫
の
姿
人
形
を
飾
っ
て
隠
れ
住
む
は
な
し
と
、
表
裏
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
た
論
が
あ
る
。
つ
ま
り
「
置
土
産
」
で
は
吉
野
を
身
請
け
し
て
余
生
を
お

く
る
大
尽
を
描
き
、
「
諸
艶
大
鑑
（
二
代
男
）
」
で
は
身
請
け
を
は
た
さ
ず
悲
歎
に
く
れ
る
男
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
一
素
材
、
同



一
人
物
の
、
そ
の
両
面
を
描
い
て
み
る
方
法
は
、
西
鶴
の
創
作
に
お
け
る
興
味
の
も
ち
か
た
の
推
移
を
考
察
す
る
点
か
ら
も
、
晩
年
の
心
境
を
追
究
す
る
際
の

一
て
だ
て
を
与
え
は
せ
ぬ
か
。
西
鶴
作
品
の
説
話
構
成
に
は
こ
の
よ
う
に
テl
マ
を
定
め
プ
ロ
ッ
ト
が
表
裏
の
関
係
に
あ
る
も
の
が
見
出
せ
る
点
を
注
意
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
中
村
氏
が
あ
げ
た
西
鶴
の
旧
作
と
「
文
反
古
」
各
章
の
類
似
点
の
指
摘
で
は
「
二
十
不
孝
」
と
の
関
わ
り
は
前
記
の
ほ
か
に

巻
五
の
一
に
お
け
る
堺
の
町
の
風
の
描
写
が
「
二
十
不
孝
」
巻
三
の
二
と
交
渉
を
若
干
有
す
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
「
文
反
古
」
の
巻

五
の
四
と
「
二
十
不
孝
」
の
巻
一
の
四
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
両
者
に
も
類
似
点
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
は
「
文
反
古
」
の
「
桜
の
吉
野
山
難
義
の
冬
」
と
「
二
十
不
孝
」
の
「
慰
改
て
附
し
の
点
取
」
の
関
連
で
あ
る
。
「
二
十
不
孝
」
の
は
な
し
は
大
坂
の

町
家
の
息
子
が
附
の
点
取
に
熱
中
し
た
あ
げ
く
、
ふ
と
し
た
は
ず
み
で
無
常
心
を
お
こ
し
、
親
の
意
見
を
き
か
ず
出
家
し
て
、
あ
と
に
な
っ
て
還
俗
し
玩
具
の

細
工
人
に
な
っ
て
お
ち
ぶ
れ
る
は
な
し
で
あ
る
。
「
文
反
古
」
の
は
な
し
は
、
吉
野
の
草
庵
に
住
む
出
家
が
、
還
俗
し
て
下
山
す
る
出
家
仲
間
を
み
な
が
ら
自

分
は
我
慢
し
て
い
る
は
な
し
で
、
人
々
か
ら
無
用
の
発
心
だ
と
意
見
さ
れ
な
が
ら
振
り
切
っ
て
出
家
し
た
て
ま
え
、
い
ま
に
な
っ
て
後
悔
し
て
い
る
こ
と
を
公

わ
き
ま
ほ
っ
ほ
か
な
ゃ
な
ら
び

無
用
の
道
心
何
の
見
付
所
も
な
く
尊
き
事
を
も
弁
へ
ず
、
無
我
無
分
別
の
発
心
、
親
に
思
は
ざ
る
外
の
気
を
悩
ま
せ
、
是
競
な
き
不
孝

坊
と
い
へ
り
。
（
「
二
十
不
孝
」
、
句
読
点
筆
者
）

ほ
っ
し
ん
門
マ
マ
】

無
用
の
発
心
一
と
お
の
／
＼
御
留
な
さ
れ
を
今
は
悔
し
く
候
（
「
文
反
古
」
）

し
害
い
か
ん
が
す
き
ほ
っ
し
ん
き
ん
き
ょ

此
文
の
子
細
を
考
見
る
に
た
く
は
へ
あ
り
な
が
ら
物
好
の
発
心
と
見
え
た
り
。
山
居
た
い
く
つ
し
て
け
ん
ぞ
く
心
ざ
し
世
間
に
か
や
う

ふ
ん
べ
つ

の
分
別
な
し
あ
ま
た
也
。
（
右
同
評
語
、
句
読
点
筆
者
）

む
ひ
ゃ
う
き
ん
－
ょ

無
病
無
分
別
に
山
居
の
一
と
せ
（
右
同
巻
五
目
録
当
該
章
小
見
出
し
）
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け
に
明
し
も
出
来
ず
、
色
欲
の
た
め
に
少
年
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
ひ
そ
か
に
義
理
の
兄
に
頼
む
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

右
の
引
用
で
も
判
る
よ
う
に
、
こ
の
二
章
の
類
似
は
字
句
の
面
で
も
、
当
時
多
か
っ
た
還
俗
僧
へ
の
感
想
に
も
う
か
が
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
ら
に
も
ま
し

て
テ
l
マ
は
一
つ
に
し
て
プ
ロ
ッ
ト
が
表
裏
の
関
係
に
あ
る
点
を
重
視
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
無
用
の
道
心
を
お
こ
し
、
や
が
て
還
俗
し
て
落
腺
す
る
男
と
、
歯



を
く
い
し
ば
っ
て
耐
え
な
が
ら
も
、
男
色
に
最
後
の
執
心
を
燃
や
す
男
と
、
ひ
と
り
の
男
の
お
も
て
の
面
と
う
ら
の
面
と
を
条
件
を
か
え
て
描
い
て
み
せ
た
こ

テ
ー
マ
は
一
つ
に
し
て
、
作
者
の
信
念
が
相
通
じ
て
い
る
」
場

合
は
、
何
々
づ
く
し
・
何
々
揃
と
い
う
往
来
物
的
要
素
及
び
西
鶴
的
口
吻
の
有
無
に
先
立
つ
規
準
と
し
て
、
中
村
氏
は
そ
れ
を
西
鶴
作
と
認
め
て
お
ら
れ
る
の

と
に
な
る
。
同
一
テ
l

マ
の
説
話
構
成
に
つ
い
て
は
、
「
プ
ロ
ッ
ト
が
表
裏
の
関
係
に
あ
り
、

で
あ
る
。
ま
し
て
こ
の
章
に
は
、
「
二
十
不
孝
」
と
類
似
の
字
句
も
散
見
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
中
村
氏
が
「
団
水
ま
た
は
そ
の
他
の
人
び
と
の
追
加
と

（
日
〉
〈
日
）

見
る
」
に
は
し
の
び
が
た
い
。
鈴
木
亨
氏
の
よ
う
に
、
「
浮
世
坊
主
づ
く
し
ゃ
、
小
者
傭
い
入
れ
条
件
づ
く
し
が
認
め
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
ま
で

は
言
い
切
れ
ぬ
に
し
て
も
、
ま
ず
西
鶴
作
と
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
れ
な
ら
ば
も
う
ひ
と
つ
中
村
氏
が
指
摘
す
る
こ
の
巻
五
の
四
に
お
け
る
文
章
の
生
硬
さ
は
ど
う
か
。
「
元
禄
九
年
の
団
水
も
こ
ん
な
幼
稚
な
文
は
書
く
ま

ハ
ロ
）

い
。
」
と
ま
で
い
わ
れ
る
文
章
の
拙
劣
さ
は
、
西
鶴
作
品
と
し
て
首
肯
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
」
の
矛
盾
は
ど
う
な
の
か
。
し
ば
ら
く

視
点
を
他
に
転
じ
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

四

「
寓
の
文
反
古
」
の
編
輯
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こ
こ
で
再
度
書
誌
的
な
問
題
に
立
戻
る
こ
と
に
し
た
い
。
指
摘
す
べ
き
こ
と
が
ら
は
三
点
で
あ
る
。
一
は
挿
絵
の
位
置
の
問
題
で
あ
る
。
二
に
各
巻
各
章
に

お
け
る
版
下
起
筆
の
位
置
に
つ
い
て
で
あ
る
。
三
に
は
柱
刻
と
目
録
下
小
見
出
し
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
論
の
展
開
上
、
こ
れ
ら
書
誌
的
問
題
の
考
察
に

は
い
る
ま
え
に
、
先
学
の
研
究
の
う
ち
本
論
に
関
わ
り
あ
る
、
中
村
幸
彦
氏
の
所
論
及
び
谷
脇
理
史
氏
の
所
論
に
つ
い
て
要
点
を
と
ら
え
て
お
く
こ
と
に
す

る
。

（
叩
同
〉

ま
ず
中
村
氏
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
事
項
は
、
ー
版
下
の
筆
は
西
鶴
筆
に
似
せ
た
筆
蹟
の
誰
か
で
あ
る
。2

作
品
中
に
は
あ
る
い
は
団
水
の
手
が
加
え
ら

れ
た
作
品
も
は
い
っ
て
い
る
。
3

し
か
し
大
半
は
西
鶴
作
と
考
え
ら
れ
、
疑
い
も
な
く
西
鶴
作
と
信
ぜ
ら
れ
る
も
の
は
次
の
九
話
で
あ
る
。

巻
一
の
一
、
巻
一
の
二
、
巻
一
の
三
、
巻
二
の
一
、
巻
二
の
三
、
巻
三
の
二
、
巻
三
の
三
、
巻
四
の
二
、
巻
五
の
一
。



A一
四
〉

次
に
谷
脇
氏
の
提
出
さ
れ
た
論
点
を
整
理
す
れ
ば
、
ー「
文
反
古
」
本
文
中
の
句
読
点
の
有
無
を
検
証
す
る
と
、
句
点
の
あ
る
章
の
評
語
は
「
此
文
を
考

見
る
に
」
で
始
ま
る
文
の
み
に
限
ら
れ
、
巻
一
の
二
、
巻
三
の
一
、
巻
三
の
二
、
巻
三
の
三
、
巻
四
の
一
、
巻
四
の
二
、
巻
四
の
三
、
巻
五
の
二
の
八
章
で
こ

れ
を
A
系
列
と
す
る
。
句
点
の
付
し
て
な
い
章
の
評
語
は
す
べ
て
「
此
文
の
子
細
を
考
見
る
に
」
で
始
ま
り
そ
の
章
は
巻
一
の
一
、
巻
一
の
三
、
巻
一
の
四
、

巻
二
の
一
、
巻
二
の
二
、
巻
二
の
三
、
巻
五
の
一
、
巻
五
の
三
、
巻
五
の
四
の
九
章
で
あ
り
、
こ
れ
を

B

系
列
と
す
る
。
2

に
は
奇
談
の
類
が
多
く
、
句
点
の
な
いB
系
列
の
説
話
群
に
は
町
人
物
の
作
風
が
多
い
。
3
A
B

両
系
列
の
各
説
話
の
相
互
関
係
や
、
「
永
代
蔵
」
と
の
関

連
な
ど
の
考
察
か
ら
、
A
系
列
成
稿
は
貞
享
三
年
末
か
ら
四
年
初
、B
系
列
成
稿
は
元
禄
三
・
四
年
と
い
う
こ
と
に
帰
納
さ
れ
る
。4

句
点
の
あ
る
A
系
列
の
説
話
群

こ
の
二
系
列
の
草
稿

は
西
鶴
没
後
た
れ
か
の
手
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
に
ま
と
め
ら
れ
「
文
反
古
」
と
な
っ
た
。
大
略
以
上
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
す
ぐ
れ
た
研
究
を
参

照
し
つ
つ
、
い
ま
ま
で
に
た
ど
っ
て
き
た
「
文
反
古
」
の
書
誌
的
な
考
察
及
び
説
話
構
成
に
お
け
る
西
鶴
旧
作
と
の
本
質
的
な
面
で
の
類
似
点
の
考
察
な
ど
に

よ
っ
て
、
上
記
両
氏
の
所
論
の
み
で
は
未
だ
解
決
の
つ
か
な
い
問
題
点
も
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
き
た
。
そ
こ
で
先
き
に
あ
げ
た
書
誌
面
の
問
題
を
み
る
こ
と

巻

四
ウ
五
オ
見
聞
き
一
葉

十
オ
一
葉

十
六
ウ
十
七
オ
見
聞
き
一
葉
。
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に
す
る
。
「
文
反
古
」
の
挿
絵
は
次
の
各
章
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

巻

三
ウ
四
オ
見
開
き
一
葉

九
オ
一
葉

十
三
ウ
十
四
オ
見
聞
き
一
葉
。

巻
一

三
ウ
四
オ
見
聞
き
一
葉

十
オ
一
葉

十
四
ウ
十
五
オ
見
聞
き
一
葉
。

巻
四

三
ウ
四
オ
見
聞
き
一
葉

十
オ
一
葉

十
六
ウ
十
七
オ
見
聞
き
一
葉
。

十
四
オ
一
葉
十
八
オ
一
葉
。

巻
五

三
ウ
四
オ
見
聞
き
一
葉

十
オ
一
葉

こ
の
表
に
あ
ら
わ
れ
た
結
果
を
み
れ
ば
、
挿
絵
の
配
置
が
巻
五
に
お
い
て
の
み
他
の
巻
と
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
見
聞
き
の
絵
が
あ
っ
て
、
つ
ぎ

に
九
丁
乃
至
十
丁
の
表
に
絵
が
あ
っ
て
、
つ
ぎ
に
ま
た
見
聞
き
の
絵
が
あ
る
形
の
秩
序
が
、
巻
五
の
み
く
ず
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
各
章
に
あ
て
は
め

て
み
れ
ば
、
巻
二
｜
巻
四
は
各
三
章
だ
か
ら
毎
章
挿
絵
を
有
し
、
巻
一
と
巻
五
は
各
四
章
ゆ
え
、
巻
五
に
あ
っ
て
は
第
一
章
の
み
見
聞
き
で
他
三
章
は
一
葉
ず

つ
の
挿
絵
を
有
す
る
の
に
反
し
て
、
巻
一
は
、
そ
の
第
三
章
に
挿
絵
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
全
巻
で
巻
一
の
三
の
み
は
挿
絵
が
な
い
の
で
あ
る
。
も
し



巻
一
か
ら
巻
四
ま
で
の
挿
絵
の
配
列
順
序
で
考
え
る
な
ら
、
巻
五
は
当
然
そ
の
第
三
章
に
挿
絵
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
の
代
り
に
第
四
章
に
は
見
開
き

の
挿
絵
が
、
現
在
の
一
葉
に
代
っ
て
挿
入
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
巻
一
の
三
と
巻
五
の
三
の
二
つ
の
章
に
問
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
疑
問
が
も
た
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ひ
と
ま
ず
お
く
。
つ
ぎ
に
版
下
起
筆
の
位
置
を
み
よ
う
。

「
文
反
古
」
は
凡
そ
各
巻
各
章
の
起
筆
は
そ
の
丁
の
表
の
最
初
の
行
か
ら
は
じ
ま
る
。
巻
一
の
一
は
序
文
一
丁
、
目
録
一
丁
に
つ
い
で
三
丁
表
初
行
か
ら
、

巻
一
の
二
は
八
丁
表
の
初
行
か
ら
と
い
う
工
合
に
。
と
こ
ろ
が
う
ち
五
章
は
こ
の
原
則
ら
し
き
も
の
を
破
っ
て
そ
の
丁
の
裏
か
ら
は
じ
め
た
り
、
あ
る
い
は
丁

の
表
の
中
途
か
ら
は
じ
ま
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
丁
の
裏
か
ら
は
じ
ま
る
章
は
、
巻
二
の
二
が
そ
の
巻
十
一
丁
裏
の
一
行
め
か
ら
、
巻
五
の
三
が

そ
の
巻
の
十
一
丁
裏
の
一
行
め
か
ら
、
巻
五
の
四
が
そ
の
巻
の
十
六
丁
裏
の
一
行
め
か
ら
の
三
章
で
あ
る
。
ま
た
丁
の
表
の
中
途
か
ら
は
じ
ま
る
章
は
、
巻
一

の
四
が
そ
の
巻
の
十
五
丁
表
の
六
行
め
か
ら
は
じ
ま
る
章
で
あ
り
、
巻
二
の
ニ
が
そ
の
巻
の
七
丁
表
の
八
行
め
か
ら
は
じ
ま
る
章
で
あ
る
。
こ
れ
ら
、
巻
一
の

四
、
巻
二
の
二
、
巻
二
の
三
、
巻
五
の
三
、
巻
五
の
四
の
五
章
は
、
谷
脇
氏
の
分
類
に
従
え
ば
す
べ
てB
系
列
の
説
話
の
み
で
あ
る
。
こ
う
し
た
起
筆
の
位
置
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が
丁
の
表
の
初
行
か
ら
と
い
う
原
則
（
と
仮
に
呼
ん
で
お
く
）
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
原
因
は
、
そ
の
前
章
の
本
文
が
次
章
の
丁
に
く
い
こ
ん
で
し
ま
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
当
然
考
え
ら
れ
る
。
本
文
（
主
と
し
て
評
語
）
が
次
了
に
は
み
出
し
て
い
る
章
は
、
こ
れ
ら
五
章
の
各
前
章
ゆ
え
、
巻
一
の
三
、
巻
二
の
一
、
巻
五

の
こ
が
つ
ま
り
は
原
則
を
乱
す
因
と
な
っ
た
三
章
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
整
理
す
れ
ば
巻
二
の
全
三
章
が
こ
れ
に
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に

こ
れ
ら
の
章
は
、
巻
五
の
こ
を
除
い
て
や
は
りB
系
列
の
章
で
あ
る
。
ま
た
巻
五
の
二
は
後
述
す
る
と
こ
ろ
を
参
照
さ
れ
た
い
が
書
簡
文
と
し
て
は
甚
だ
疑
問

の
も
た
れ
る
章
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
各
章
が
以
上
の
よ
う
な
起
筆
の
位
置
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
な
に
を
意
味
す

る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
に
は
文
反
古
全
体
の
版
下
の
書
き
ょ
う
を
ふ
り
か
え
る
必
要
が
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
文
反
古
」
の
版
下
は
中
村
氏
に
よ

ハ
却
〉

っ
て
「
名
残
の
友
」
の
西
鶴
筆
な
ら
ざ
る
部
分
の
筆
者
「
即
ち
『
丹
波
太
郎
』
の
大
部
分
の
筆
者
の
手
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
」
と
断
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は

「
文
反
古
」
の
版
下
は
全
章
が
同
一
筆
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
文
反
古
」
に
は
「
西
鶴
置
土
産
」
巻
一
の
三
「
偽
も
い
ひ
す
こ
し
て
」
に
お
け
る

よ
う
な
起
筆
の
位
置
の
不
自
然
さ
（
四
行
空
白
が
あ
っ
て
五
行
め
に
章
題
を
書
き
、
七
行
め
か
ら
本
文
が
始
ま
っ
て
い
る
。
）
や
、
各
章
の
末
尾
が
丁
の
中
途

空
白
の
部
分
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
「
文
反
古
」
の
本
文
は
各
丁
十
一
行
分
に
び

の
場
合
に
丁
を
改
め
て
次
章
を
は
じ
め
る
と
い
う
よ
う
な
、



一
行
の
空
白
も
な
い
。
こ
れ
は
版
下
書
き
の
筆
者
（
西
鶴
筆
に
筆
蹟
の
似
て
い
る
人
物
）
が
あ
ら
か
じ
め
計
算
さ
わ
た
配
慮
に
も
と

づ
い
て
「
文
反
古
」
の
草
稿
を
清
書
し
て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
こ
れ
は
本
文
割
付
の
方
式
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
の
一
証
左

っ
し
り
と
刷
り
こ
ま
れ
、

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
浄
書
は
し
か
も
短
時
間
に
な
さ
れ
た
。
そ
の
忽
卒
た
る
あ
わ
た
だ
し
さ
が
本
文
の
補
筆
や
補
い
切
れ
な
か
っ
た
脱
字
・
誤
字
の
多
き

を
生
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
て
く
る
と
、
版
下
筆
者
が
一
気
に
浄
書
し
た
際
に
傍
に
置
い
た
「
文
反
古
」
の
元
原
稿
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。
こ

こ
で
前
述
の
起
筆
の
位
置
が
異
な
る
五
章
及
び
そ
の
前
章
が
巻
五
の
二
を
の
ぞ
きB
系
列
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
あ
わ
せ
る
と
、
巻
一
の
三
と
巻
一
の
四
、
巻

二
の
一
か
ら
三
ま
で
の
一
一
一
章
、
巻
五
の
三
と
巻
五
の
四
の
計
三
群
は
そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
つ
の
つ
な
が
り
と
な
っ
て
、
す
で
に
編
輯
さ
れ
た
形
の
原
稿
と
し
て
版
下

筆
者
に
渡
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
版
下
筆
者
に
渡
さ
れ
た
原
稿
は
、
西
鶴
の
遣
さ
れ
た
草
稿
を
も
と
に
弟
子
や
書
随
時
の
手

に
よ
っ
て
現
在
見
ら
れ
る
「
文
反
古
」
の
編
成
に
と
と
の
え
ら
れ
て
か
ら
、
版
下
筆
者
に
渡
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
版
下
に
渡

さ
れ
た
原
稿
は
、
も
と
も
と
い
く
つ
か
の
系
統
の
も
の
を
書
障
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
あ
げ
た
起
筆
の
位
置
が
異
な
る
一
群
の
原
稿
と
、
し
か

ら
ざ
る
一
群
の
草
稿
と
、
そ
れ
ら
幾
群
か
の
草
稿
を
整
理
し
て
各
巻
の
配
置
や
挿
絵
の
位
置
を
定
め
、
版
下
に
渡
し
た
の
は
書
臨
時
で
あ
っ
た
ろ
う
。
少
な
く
と
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も
「
文
反
古
」
が
こ
ん
に
ち
の
姿
で
世
に
出
る
ま
で
に
は
、
西
鶴
の
草
稿
、
弟
子
の
補
筆
・
編
輯
、
書
障
の
整
理
と
い
う
三
段
階
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

上
述
の
推
定
は
八
尾
系
西
鶴
本
の
版
下
と
の
比
較
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
「
西
鶴
置
土
産
」
と
「
西
鶴
俗
つ
れ
／
＼
」
と
の
二

（
忽
〉

作
は
、
そ
れ
ぞ
れ
数
名
の
版
下
筆
者
に
よ
っ
て
浄
書
さ
れ
て
い
る
。
中
村
氏
や
金
井
寅
之
助
氏
に
よ
り
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
版
下
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

甲
類
（
西
鶴
自
筆
ま
た
は
自
筆
の
謄
写
と
思
わ
れ
る
も
の
）

置
土
産
（
三
巻
、
四
巻
の
一
）
a

、
俗
つ
れ
づ
れ
b

、
名
残
之
友
、
文
反
古
。

乙
類
（
伊
藤
長
右
衛
門
道
清
筆
と
推
定
さ
れ
る
も
の
）

置
土
産
（
a

以
外
の
も
の
）
b

、
俗
つ
れ
／
1
c

。

丙
類
（
水
田
西
吟
筆
）
｜
略



了
類
（
同
一
人
筆
、
筆
者
不
明
）

俗
つ
れ
／
X
b

。

戊
類
（
丁
類
と
は
異
な
る
同
一
人
筆
）

織
留
・
浮
世
栄
花
一
代
男
。

己
類
（
各
作
品
そ
れ
／
＼
別
筆
、
す
べ
て
版
下
書
き
の
異
な
る
も
の
）

胸
算
用
、
色
里
三
所
世
帯
。

団
水
筆

（
泣
）

置
土
産
序
、
俗
つ
れ
／
X

四
類
、
名
残
の
友
序
、
内
題
、
「
自
筆
」
の
文
字
、
巻
末
広
告
。

以
上
本
論
に
関
係
あ
る
作
品
の
み
に
限
定
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
み
る
に
八
尾
系
の
作
品
は
す
べ
て
そ
の
版
下
書
き
を
団
水
を
ふ
く
め
て
三
名
！
四
名
に
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依
頼
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
れ
に
比
し
て
上
村
系
の
作
品
は
、
「
文
反
古
」
と
も
ど
も
す
べ
て
一
作
品
一
名
の
版
下
書
き
に
よ
り
浄
書
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
上
村
系
の
西
鶴
本
の
う
ち
で
、
没
後
三
年
を
へ
た
「
高
の
文
反
古
」
は
、
こ
と
さ
ら
に
従
来
の
版
下
筆
者
の
手
に
よ
ら
ず
あ
え
て
甲
類
の
筆

者
の
手
に
草
稿
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
書
擦
が
あ
く
ま
で
も
こ
の
作
を
西
鶴
遺
作
と
し
て
読
者
に
印
象
づ
け
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
う
ら
が
え
せ
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
装
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
情
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
西
鶴
の
没
後
に
の
こ
さ
れ
た
遺
作
の
元
原
稿
は

ま
こ
と
に
不
備
な
文
反
古
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

五

柱
刻
と
目
録
の
関
係

書
誌
面
で
は
さ
ら
に
版
心
に
関
す
る
問
題
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
「
文
反
古
」
の
柱
刻
を
検
す
る
と
そ
の
大
部
分
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。



〆、

高

文

巻

.....Lo. 

ノ、

~ 

と
こ
ろ
が
巻
二
の
本
文
全
部
と
巻
五
の
二
丁
・
四
丁
・
五
丁
・
六
丁
の
み
は
そ
の
柱
刻
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
だ
。

〆＼

文

巻

七

＼〆

巻
五
の
該
当
個
処
は
第
一
章
「
広
き
江
戸
に
て
才
覚
男
」
で
あ
る
。
そ
の
本
文
は
二
丁
か
ら
六
丁
ま
で
で
き
っ
か
り
と
お
さ
ま
っ
て
い
る
が
、
前
述
せ
る
ご

と
く
三
丁
裏
と
四
丁
表
は
見
聞
き
の
挿
絵
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
三
丁
だ
け
が
柱
刻
を
「
高
文
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
挿
絵
の
問
題
と
か
ら
む
こ

と
が
ら
ゆ
え
ひ
と
ま
ず
お
く
こ
と
に
す
る
が
、
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
、巻
二
の
本
文
す
べ
て
と
巻
五
の
第
一
章
の
本
文
だ
け
が
、柱
刻
を
他
と
異
な
る
「
文
」
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に
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
こ
れ
も
ま
た
谷
脇
氏
の
提
出
せ
ら
れ
たB
系
列
の
説
話
群
に
属
す
る
章
が
柱
刻
「
文
」

を
有
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
巻
二
の
全
三
章
と
巻
五
の
一
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録
の
章
題
下
の
小
見
出
し
に
同
一
の
字
旬
、
表
現
を
有
し
て
い
る
。
列
記

す
れ
ば
こ
う
な
る
。

θ 

安売 縁ぇ空
立i 付Z
町ま
のへ
隠ぞ手此｜の
れも文｜娘字
家かう に｜自を
ご母T 慢1
か親孝
せの
ぬお
奉ご
公り
雛2 乗？

物

。
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忠3 此｜
義智文｜
のに｜

肴主敵主
売すのき
とりう
成ち
身そ

な
ひ

@ 

尽

も
思

頼2 此｜ふ
文｜や

樽去に｜ う
か仙2 成
ら台t 事
ににな
成置し
身k さ
体ごり

の
女

（
ザ 巻
広2 五
き
江
戸

才ご
覚マ
男

銀2 此｜
か文｜
るに｜
仕身
か持
けの
如異い
件見1

傍
線
筆
者
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す
べ
て
、
み
ら
れ
る
ご
と
く
「
此
文
に
：
：
：
」
に
は
じ
ま
る
語
句
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
暗
合
で
は
な
い
。
版
下
起
筆
の

位
置
に
つ
い
て
、
「
文
反
古
」
全
体
の
統
一
を
破
っ
て
い
た
章
の
う
ち
に
は
、
こ
こ
に
あ
げ
た
巻
二
の
全
三
章
が
は
い
っ
て
い
た
こ
と
を
も
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
お
）

誤
字
の
ほ
か
に
草
稿
を
読
み
誤
っ
て
浄
書
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
を
ふ
く
む
こ
と
が
中
村
氏
に
よ
っ
て
考
証
さ
れ
、
「
西
鶴

ま
た
巻
五
の
一
は
、
重
複
街
字
、

な
ら
ざ
る
筆
者
が
、
乱
れ
た
原
稿
を
苦
心
し
て
浄
書
し
、
ま
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
西
鶴
の
よ
う
な
文
字
で
、
こ
の
一
部
を
書
き
と
お
す
こ
と
に
努
力
と
注

意
を
集
中
し
た
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
手
落
が
生
じ
た
の
で
あ
る
に
と
結
論
さ
れ
る
プ
証
左
を
与
え
た
章
で
あ
る
。

版
下
起
筆
の
位
置
が
他
と
異
な
る
か
、
ま
た
は
そ
の
因
を
な
す
章
に
巻
二
の
一
・
二
・
三
の
各
章
が
該
当
し
、
そ
れ
が
他
章
と
そ
の
柱
刻
を
異
に
し
、
目
録
に

同
文
で
は
じ
ま
る
小
見
出
し
を
も
っ
と
い
う
こ
と
。
し
か
も
句
点
及
び
評
語
の
文
章
の
関
連
よ
り
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
三
章
が
た
だ
ち
に
巻
三
巻
四
を
飛
び
こ
え

て
、
巻
五
の
一
に
接
続
し
、
そ
の
巻
五
の
一
は
、
同
様
に
柱
刻
と
目
録
の
見
出
し
語
を
巻
二
と
同
じ
く
す
る
。
以
上
の
事
実
を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
少
な
く
と

も
こ
れ
ら
四
章
に
「
文
反
古
」
編
輯
過
程
の
一
形
態
が
残
存
し
て
い
る
と
み
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
草
稿
の
と
き
こ
れ
ら
四
章
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
群
を
構
成
し



て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
こ
れ
ら
は
西
鶴
の
旧
稿
で
あ
っ
た
と
そ
の
ま
ま
た
だ
ち
に
考
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
む
こ
こ
ま
で
の
結
果
で
推
定
す
れ
ば
、
前

述
起
筆
の
位
置
を
め
ぐ
る
考
察
で
認
め
た
幾
章
か
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
も
版
下
へ
廻
さ
れ
る
以
前
の
草
稿
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
に
と
ど
ま
る
。
整
理
す
れ
ば
、

前
項
と
あ
わ
せ
て
巻
一
の
三
、
同
四
、
巻
二
の
一
、
同
二
、
同
三
、
巻
五
の
一
、
同
三
、
同
四
の
計
八
章
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
群
を
な
す
草
稿
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
現
在
み
ら
れ
る
「
文
反
古
」
の
こ
れ
ら
八
章
は
、
そ
う
し
た
草
稿
を
編
成
し
、
版
下
に
よ
り
浄
書
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
こ
れ
ら

八
章
は
、
し
か
も
す
べ
て
が
B

系
列
の
説
話
で
あ
る
。
く
し
く
も
こ
こ
で
は
谷
脇
氏
の
説
か
れ
た
推
定
を
裏
付
け
る
一
資
料
と
も
な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
八
章
を
も
っ
て
す
な
わ
ち
「
文
反
古
」
編
輯
過
程
の
最
終
稿
と
断
ず
る
こ
と
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
上
記
巻
二
の
全
三
章
と
巻
五
の
一

の
計
四
章
に
関
し
て
は
な
お
事
情
は
輯
験
し
て
い
る
。
い
ま
こ
の
う
ち
巻
二
の
二
を
と
り
あ
げ
て
そ
の
本
文
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、
編
輯
過
程
に
お
け
る
操

（
泊
〉

作
の
ひ
と
つ
が
う
か
が
え
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
前
引
論
文
で
中
村
氏
が
調
査
さ
れ
た
「
文
反
古
」
各
章
の
版
下
の
脱
字
・
誤
字
等
の
表
を
も
と

に
し
て
、
巻
二
の
二
に
お
け
る
脱
字
・
誤
字
・
重
複
街
字
・
版
下
の
読
み
違
い
を
集
計
す
る
と
計
五
カ
所
に
お
よ
ぶ
。
こ
の
数
字
は
脱
字
一
、
重
複
街
字
一
、

誤
字
一
、
読
み
違
い
一
、
誤
字
と
考
え
ら
れ
る
も
の
つ
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
こ
の
巻
二
の
二
は
「
安
立
町
の
隠
れ
家
」
な
る
章
で
仇
討
を
テ
ー

マ
と
し
て
仇
敵
を
取
り
逃
が
す
は
な
し
で
あ
り
、
従
来
西
鶴
作
と
し
て
も
っ
と
も
可
能
性
が
乏
し
い
と
さ
れ
て
い
る
章
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
文
は
上
記
の
如
く

さ
ま
ざ
ま
な
誤
り
を
版
下
浄
書
の
際
に
お
か
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
同
じ
巻
の
他
の
二
章
と
比
較
し
て
み
る
と
、
巻
二
の
一
は
脱
字
の
み
二
カ
所
、
巻

二
の
三
は
同
様
に
脱
字
の
み
三
カ
所
で
あ
る
。
こ
の
二
章
に
は
、
と
も
に
誤
字
、
重
複
街
字
、
読
み
違
い
が
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
偶
然
そ
う
な
っ
た
だ
け
の

結
果
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
ら
ば
評
語
は
ど
う
か
。
巻
二
の
二
の
評
語
は
そ
の
上
に
ム
印
が
附
い
て
い
る
。
ム
印
が
附
い
て
い
る
の
は
本
章
と
巻
五

の
三
の
み
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
柱
刻
を
同
じ
く
す
る
章
を
巻
五
の
一
を
ふ
く
め
て
み
る
に
、
本
文
末
尾
の
書
簡
の
日
付
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

巻
二
の
一

六
月
廿
一
日

巻
二
の

巻
二
の

卯
月
廿
七
日

二
月
廿
五
日

丹ooh 



巻
五
の

八
月
十
九
日

巻
二
の
二
の
み
が
月
の
異
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
多
少
気
に
な
ら
ぬ
で
は
な
い
。
ま
た
評
語
に
ム
印
の
附
い
て
い
る
章
は
本
章
の
他
に
巻
五
の
三
が
あ
る

と
い
っ
た
が
、
そ
の
巻
五
の
三
は
、
こ
こ
に
あ
げ
た
一
群
の
各
章
と
は
、
本
文
に
句
点
な
く
、
評
語
の
官
頭
を
「
此
文
の
子
細
を
考
見
る
に
」
と
す
る

B
系
列

の
説
話
と
い
う
点
で
、
巻
五
の
二
（A
系
列
）
を
飛
び
越
え
て
た
だ
ち
に
巻
五
の
一
に
接
続
す
る
章
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
巻
五
の
三
は
挿
絵
の
位
置
の
考
察
に

も
巻
一
の
三
と
と
も
に
疑
問
の
も
た
れ
る
章
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
そ
し
て
本
章
の
本
文
は
「
文
反
古
」
の
う
ち
も
っ
と
も
そ
の
量
が
多
く
一
行
分
の
字

数
も
つ
ま
っ
て
い
る
。
評
語
自
体
ま
た
一
頁
分
に
及
ぶ
行
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
本
章
の
題
材
は
遊
女
が
客
に
お
く
る
心
中
立
て
で
あ

る
。
一
見
し
て
前
記
巻
二
の
こ
の
仇
討
説
話
と
と
も
に
本
章
も
非
西
鶴
作
か
と
疑
い
た
く
な
る
要
素
を
も
っ
。
両
章
と
も
に
題
材
に
お
け
る
西
鶴
先
行
作
と
の

聞
に
類
似
の
も
の
を
見
出
せ
ぬ
と
す
る
従
来
の
説
も
一
因
と
な
ろ
う
。
鈴
木
亨
氏
に
よ
る
作
者
の
視
点
の
移
行
に
よ
る
創
作
態
度
よ
り
出
た
と
す
る
説
、
中
村

〈
お
）

氏
に
よ
る
「
遊
女
心
中
立
の
諸
法
」
に
よ
り
西
鶴
作
の
可
能
性
を
認
め
る
説
な
ど
が
、
巻
五
の
三
を
や
や
西
鶴
作
品
と
し
て
区
別
す
る
方
向
に
あ
り
巻
二
の
二

よ
り
も
積
極
的
に
は
た
ら
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
か
か
る
先
学
の
所
説
に
従
え
ば
巻
五
の
三
は
巻
二
の
二
よ
り
西
鶴
作
と
し
て
の
信
濃
性
が
や
や
高
い
こ

と
に
な
る
。
で
は
元
に
戻
っ
て
巻
二
の
二
は
ど
う
か
。
さ
き
ほ
ど
指
摘
し
た
四
点
に
の
ぼ
る
こ
の
章
の
特
徴
は
や
は
り
西
鶴
原
作
に
は
程
遠
い
と
い
う
印
象
を

消
し
が
た
い
。
書
簡
文
と
し
て
比
較
的
破
綻
を
み
せ
ぬ
文
体
も
そ
れ
ゆ
え
に
か
え
っ
て
後
人
の
創
作
を
思
わ
せ
る
。
西
鶴
の
旧
稿
で
な
い
と
す
れ
ば
当
然
版
下

に
渡
っ
た
原
稿
の
筆
蹟
は
西
鶴
筆
で
は
な
い
。
そ
の
草
稿
の
筆
の
相
違
が
誤
字
街
字
読
み
違
い
の
因
と
も
な
る
。
巻
二
の
二
は
後
人
に
よ
り
「
文
反
古
」
編
輯
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過
程
に
加
え
ら
れ
た
補
作
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
お
く
。

翻
っ
て
巻
五
の
三
は
ど
う
か
。
前
記
先
学
の
所
説
に
な
お
つ
ぎ
の
資
料
を
こ
こ
で
追
加
し
よ
う
。

「
西
鶴
置
土
産
」
巻
四
の
一
「
江
戸
の
小
主
水
と
京
の
唐
土
と
」
に
は
、
江
戸
吉
原
の
太
夫
小
主
水
の
許
へ
、
大
坂
新
町
の
扇
屋
の
太
夫
荻
野
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
書
簡
の
一
部
を
の
せ
て
、
遊
女
の
意
気
地
の
あ
り
ょ
う
を
伝
え
て
い
る
。
「
そ
な
た
さ
ま
御
あ
つ
か
ひ
の
し
よ
か
ん
ま
い
る
ま
で
は
。いか
な
／
＼
帯
と

く
事
に
あ
ら
ず
候
。
い
か
に
し
て
も
捨
ら
れ
ぬ
男
年
を
か
さ
ね
て
の
御
念
比
う
ら
や
ま
し
く
お
も
ふ
に
候
。
」
云
々
と
つ
づ
く
文
章
で
あ
る
。
こ
の
「
置
土
産
」

の
一
章
は
そ
の
末
尾
に
コ
ニ
ノ
巻
よ
り
是
迄
西
鶴
正
筆
也
」
の
注
記
が
あ
る
こ
と
も
周
知
の
事
項
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
も
ほ
ぼ
西
鶴
作
と
考
え
て
可
能
な
巻
一



の
三
「
偽
も
い
ひ
す
こ
し
て
」
に
は
、
遊
女
狂
い
で
蕩
尽
し
い
ま
は
零
落
の
身
を
隠
れ
住
む
窓
の
反
古
張
に
、
か
つ
て
馴
染
み
の
新
屋
の
太
夫
の
「
金
太
夫
が
書

（
部
）

簡
。
さ
ま
f
x

も
た
れ
た
る
ぶ
ん
が
ら
」
を
用
い
て
昔
を
し
の
ぶ
男
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
行
作
に
は
陣
峻
氏
の
指
摘
す
る
「
一
代
男
」
巻
一
「
は
ず
か

し
な
が
ら
文
言
葉
」
、
巻
七
「
人
の
し
ら
ぬ
わ
た
く
し
銀
」
、
「
永
代
蔵
」
巻
一
「
二
代
目
は
破
る
扇
の
風
」
等
も
あ
る
。
輝
峻
氏
は
こ
れ
ら
を
「
西
鶴
自
身
の

ハ
幻
〉

中
に
書
簡
体
小
説
を
書
く
べ
き
契
機
が
存
し
て
ゐ
る
」
こ
と
の
一
証
と
せ
ら
れ
た
が
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
は
前
引
「
置
土
産
」
の
二
章
と
と
も
に
「
文
反
古
」
巻

五
の
三
の
成
立
に
投
影
す
る
も
の
と
局
限
す
べ
き
で
あ
る
。
上
記
置
土
産
に
戻
っ
て
い
え
ば
、
か
か
る
遊
女
の
文
を
こ
ん
ど
は
遊
女
の
側
に
立
っ
て
描
い
た
ら

ど
う
な
る
か
。
こ
こ
に
も
「
テ
l

マ
は
一
つ
に
し
て
プ
ロ
ッ
ト
が
表
裏
の
関
係
に
な
り
、
貫
く
作
者
の
信
念
は
相
通
ず
る
」
と
い
う
命
題
が
適
合
さ
れ
な
い

か
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
文
反
古
の
巻
五
の
三
で
あ
り
、
「
置
土
産
」
巻
四
の
一
に
お
け
る
粋
客
に
対
す
る
に
、
野
暮
な
吟
味
だ
て
を
す
る
客
に
恨
み
の
文
を
送

る
趣
向
と
い
う
表
裏
の
関
係
を
指
す
。
し
か
も
「
置
土
産
」
に
み
ら
れ
る
吉
原
と
新
町
の
太
夫
同
士
の
粋
な
さ
ば
き
に
比
し
て
、
「
文
反
古
」
に
は
「
か
た
さ

ま
へ
伝
へ
ら
れ
し
太
夫
様
よ
く
そ
ん
じ
候
た
が
ひ
に
勤
め
な
る
身
か
ら
は
さ
も
し
く
お
も
ふ
に
候
」
云
々
と
朋
輩
を
怨
ず
る
文
が
綴
ら
れ
る
。
条
件
は
ほ
ぼ
み

た
さ
れ
た
。
巻
五
の
三
は
や
は
り
西
鶴
自
作
の
草
稿
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
結
論
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

け
れ
ど
も
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
現
在
見
ら
れ
る
「
文
反
古
」
板
本
の
巻
五
の
三
を
直
接
指
す
の
で
は
な
い
。
挿
絵
に
関
す
る
疑
念
が
あ
る
。
評
語
に
附
し

た
ム
印
が
あ
る
。
一
頁
分
（
十
一
行
）
に
及
ぶ
評
語
の
文
章
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
挿
絵
は
、
巻
一
か
ら
巻
四
へ
か
け
て
の
基
準
を
破
っ
て
い
る
こ
と
と
あ
わ
せ

考
え
れ
ば
、
本
文
編
輯
完
了
後
に
急
に
決
定
さ
れ
た
も
の
と
み
る
の
が
お
だ
や
か
で
あ
る
。
基
準
に
従
え
ば
本
章
は
巻
一
の
三
と
同
じ
く
挿
絵
を
も
た
ず
と
も

よ
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
挿
絵
挿
入
の
決
定
に
よ
り
、
こ
の
章
の
版
下
書
き
は
他
章
よ
り
も
本
文
の
一
行
分
の
字
数
を
だ
い
ぶ
つ
め
て
書
か
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
と
こ
ろ
が
版
下
の
丁
割
り
の
結
果
は
、
評
語
の
文
章
を
入
れ
る
余
白
と
し
て
ま
る
ま
る
一
頁
分
も
ゆ
と
り
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
巻
五
の
十
六

丁
表
で
あ
る
。
「
文
反
古
」
の
本
文
割
付
の
方
式
（
前
述
、
四
章
参
照
）
か
ら
い
っ
て
こ
の
一
頁
分
は
す
べ
て
評
語
で
埋
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
補
稿
の
際
に
、
評
語
を
書
き
加
え
た
人
物
は
よ
ほ
ど
の
事
情
が
あ
っ
た
か
し
て
、
評
語
に
お
け
る
凡
そ
の
基
準
（
約
束
ご
と
）
を
忘
れ
て
い
た
。

此
文
の
子
細
を
考
見
る
に
生
国
仙
台
の
も
の
女
を
置
ざ
り
に
し
て
京
へ
の
ぼ
り
た
び
／
＼
女
房
よ
び
替
身
体
の
さ
は
り
と
成
け
る
と
見

え
た
り
（
巻
二
の
一
一
一
の
評
語
、
傍
線
論
者
）
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た
と
え
ば
右
の
例
に
み
る
ご
と
く
「
文
反
古
」
の
評
語
に
は
一
般
的
に
「
：
：
：
と
見
え
た
り
」
な
る
常
套
語
が
あ
る
。
巻
五
の
三
の
評
語
は
あ
れ
だ
け
の
長

（
お
〉

文
で
あ
り
な
が
ら
こ
の
常
套
語
を
ま
っ
た
く
欠
い
て
い
る
。
評
語
が
西
鶴
の
書
い
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
一
証
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
巻
二
の
一
よ
り
は
じ
ま
る
一
群
の
四
章
は
と
も
に
B

系
列
に
属
す
る
説
で
あ
る
と
は
言
い
条
、
す
で
に
草
稿
の
段
階
に
お
い
て
、
西
鶴
遺

作
の
旧
稿
や
後
人
の
補
筆
や
新
た
に
創
作
せ
ら
れ
た
原
稿
な
ど
が
、
編
輯
者
の
手
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
て
成
っ
た
群
と
い
う
こ
と
に
帰
納
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
は
巻
五
の
三
と
同
じ
く
挿
絵
を
め
ぐ
る
問
題
で
吟
味
の
必
要
が
あ
る
巻
一
の
三
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
と
お
り
「
文
反
古
」
は
そ

の
本
文
に
脱
字
誤
字
な
ど
が
多
い
。
本
章
は
一
般
的
に
み
ら
れ
る
補
字
こ
そ
五
六
カ
所
を
数
え
る
が
、
他
の
点
に
つ
い
て
は
、

1 

脱
字
・
誤
字
等
は
全
篇
中
本
章
だ
け
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
一
特
徴
と
し
て
よ
い
。

2 

本
章
は
従
来
の
所
説
に
お
い
て
西
鶴
作
た
る
条
件
を
充
足
し
真
作
の
一
と
認
め
ら
れ
た
章
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
西
鶴
原
作
を
肯
定
し
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
。
西
鶴
に
似
て
い
る
筆
蹟
の
所
有
者
た
る
版
下
が
、
西
鶴
の
旧
稿
に
刷
染
ん
で
い
な
い
と
は
考

え
ら
れ
ま
い
。
全
篇
中
本
章
の
み
が
そ
の
浄
書
に
脱
字
誤
字
街
字
等
を
見
出
し
得
ず
、
急
い
で
浄
書
し
た
が
た
め
の
補
字
の
み
を
有
す
る
と
す
れ
ば
、
版
下
の

拠
っ
た
草
稿
は
西
鶴
の
草
稿
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
で
は
再
び
そ
の
評
語
は
ど
う
か
。

3 

本
章
の
評
語
も
ま
た
「
：
：
：
と
見
え
た
り
」
が
な
く
「
：
：
：
と
し
れ
た
り
」
の
語
句
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
西
鶴
的
言
辞
が
妙
に
目
に
つ
く
こ
と
も
、
そ
の
評
語
の
内
容
が
本
文
に
比
し
て
く
ど
く
長
い
こ
と
も
、
疑
念
を
存
す
る
因
と
な
る
。
評
語
に
つ
い
て

は
後
人
の
補
筆
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
残
る
問
題
に
巻
五
の
三
の
第
三
丁
の
柱
刻
が
あ
る
。
こ
の
丁
の
裏
は
挿
絵
の
一
葉
に
当
て
ら
れ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
は
挿
絵
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
丁
の
版
下
は
作
り
直
さ
れ
た
か
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
巻
一
の
三
に
の
み
挿
絵
が
な
い
と
い
う
こ
と

と
も
関
連
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ぬ
。
も
と
も
と
他
に
先
が
け
て
成
稿
と
な
っ
て
い
た
一
連
の
も
の
の
内
、
こ
の
丁
の
み
が
後
に
捕
わ
れ
た
た
め
に
生
じ
た
結
果

な
の
か
も
し
れ
ぬ
。
つ
ま
り
挿
絵
は
、
柱
刻
を
「
高
文
」
と
す
る
「
文
反
古
」
の
本
文
整
理
と
同
時
に
か
、
や
や
後
れ
て
か
に
挿
入
個
処
が
決
定
さ
れ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。



．ι． 
J、

ふ
た
た
び
「
文
反
古
」
の
内
容

本
論
の
第
三
章
に
述
べ
た
巻
五
の
四
の
文
章
の
拙
劣
さ
を
ど
う
解
く
か
と
い
う
問
題
が
未
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
も
う
ひ
と
つ
巻
五
の
ニ
に
は
書
簡
文
と
し
て

疑
問
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
触
れ
て
お
い
た
（
第
四
章
）
。
こ
こ
で
は
未
だ
考
察
の
及
ば
な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
説
話
に
注
目
し
つ
つ
上
記
の
問
題
を
考
え

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

す
へ
（
却
〉

ま
ず
巻
三
の
三
「
代
筆
は
浮
世
の
闇
」
、
巻
四
の
一
「
南
部
の
人
が
見
た
も
真
一
吉
」
、
巻
五
の
ニ
「
二
膳
居
る
旅
の
面
影
」
の
三
章
を
み
る
。
こ
の
三
つ
の
章

は
、
は
な
し
全
体
が
所
謂
因
果
附
の
内
容
を
な
し
当
然
本
文
中
に
「
因
果
」
の
語
が
共
通
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
で
に
紙
幅
を
超
え
て
い
る
の
で
内
容
の

要
約
は
略
す
が
、

命
の
ま
ふ
な
ら
ぬ
因
果
（
目
録
）
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我
身
の
因
果
れ
き
ぜ
ん
さ
り
と
で
は
お
そ
ろ
し
く
候
（
本
文
）

我
因
果
の
道
理
御
聞
せ
あ
そ
ば
し
（
本
文
）

其
因
果
目
前
に
む
く
い
（
評
語
）

（
以
上
巻
三
の
三
）

菟
角
利
平
前
生
の
因
果
に
極
り
申
候
（
巻
四
の
一
本
文
）

因
果
は
身
に
添
て
桑
名
迄
（
目
録
）

扱
も
因
果
な
る
事
に
て
ひ
と
り
の
孫
子
か
く
は
な
し
申
候
（
本
文
）

我
担
の
悪
心
密
夫
の
因
果
あ
ら
は
れ
（
評
語
）

（
以
上
巻
五
の
二
）



な
ど
と
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
巻
三
の
二
は
「
織
留
」
巻
一
の
二
に
類
話
が
求
め
ら
れ
、
巻
四
の
一
は
「
懐
現
」
巻
一
の
四
に
類
話
が
あ
る
こ
と
は
著
名
で

あ
る
。
巻
五
の
二
は
「
織
留
」
巻
六
の
二
・
三
に
「
乳
母
に
注
意
の
こ
と
」
な
る
類
似
点
が
あ
る
こ
と
も
中
村
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら
か
だ
ろ
う
。

こ
の
う
ち
巻
四
の
一
と
巻
五
の
こ
に
は
評
語
に
「
ふ
ひ
ん
な
り
」
（
四
の
一
）
。
「
孫
の
ふ
び
ん
を
書
つ

L

け
し
は
：
：
：
」
（
五
の
二
）
と
い
う
文
を
も
ち
、

「
：
：
：
と
見
え
た
り
」
式
の
文
章
が
な
い
。
ま
た
巻
一
一
一
の
三
を
ふ
く
め
て
三
章
と
も
に
書
簡
文
と
し
て
の
文
体
の
く
ず
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
ま
ず
巻
三
の
三
、

汝
に
自
害
は
さ
せ
じ
。
我
執
心
の
鬼
と
な
っ
て
む
か
ひ
に
き
た
る
火
の
車
を
待
と
。
い
ふ
声
身
に
こ
た
へ
骨
も
く
だ
く
る
ば
か
り
か
な

し
く
。
其
後
色
／
＼
一
命
捨
て
見
し
に
。
我
命
の
我
ま
ふ
に
死
れ
ざ
る
ゐ
ん
ぐ
わ
聞
伝
へ
た
る
た
め
し
も
な
く
。
せ
ま
じ
き
悪
心
今
な

げ
き
て
も
帰
ら
ず
。
し
ん
い
を
も
や
し
生
な
が
ら
の
め
い
と
。
然
ら
ば
が
き
ど
う
の
く
げ
ん
と
食
物
た
つ
に
な
を
無
事
な
り
。
此
事
あ

ふ
人
毎
に
さ
ん
，
け
し
て
泊
も
血
に
そ
め
し
時
。
く
れ
か
た
の
と
ま
り
烏
戸
淋
し
く
聞
へ
し
か
た
ち
ま
ち
我
宿
に
飛
入
と
見
し
が
。
両
眼

つ
H
A
る
間
も
な
く
世
界
n
闇
と
な
っ
て
。
つ
ね
に
な
が
め
」
（
十
七
ウ
）
し
嵐
の
山
桜
の
白
ひ
も
。
高
尾
の
村
紅
葉
赤
い
も
月
も
雪
も

見
る
事
絶
て
。
さ
れ
ど
も
耳
は
む
か
し
に
し
て
小
倉
山
の
鹿
の
声
。
清
滝
の
岩
浪
栂
の
尾
松
風
を
聞
よ
り
外
な
く
。
今
は
都
の
友
と
せ

し
人
も
道
替
て
た
づ
ね
も
せ
ず
。
朝
夕
の
け
ふ
り
も
柴
木
も
と
む
る
た
よ
り
な
く
。
里
童
子
の
山
帰
り
に
さ
ま
ん
＼
お
か
し
き
小
寄
う

た
ひ
て
。
折
／
＼
の
な
り
物
を
も
ら
ひ
請
て
。
手
の
と
ふ
く
小
細
水
に
咽
を
う
る
ほ
し
。
け
ふ
ま
で
は
く
ら
し
け
る
が
明
日
の
身
の
程

を
わ
き
ま
へ
が
た
し
。
此
法
師
さ
ま
ば
か
り
す
き
に
し
市
中
に
ま
ぎ
れ
し
時
よ
り
。
今
に
御
見
捨
あ
そ
ば
さ
れ
ず
し
て
。
（
十
八
オ
）
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以
上
ま
る
一
寸
分
が
候
文
体
で
は
な
い
。
ま
た
巻
四
の
一
は
、

そ
れ
は
立
嶋
の
維
子
に
く
ろ
き
ひ
と
へ
羽
織
の
も
ん
所
に
。
山
形
に
剣
菱
を
付
て
色
し
ろ
な
る
良
に
す
こ
し
釣
髭
の
あ
る
人
で
は
な
か

っ
た
か
と
。
利
平
に
ひ
と
つ
も
違
わ
ず
申
せ
ば
孫
八
お
ど
ろ
き
扱
其
人
も
死
ま
し
た
か
と
い
へ
ば
。
成
程
取
後
を
申
候
四
五
度
も
高
浪

に
う
き
沈
し
て
。
念
仏
の
戸
二
三
ベ
ん
せ
し
が
其
う
ち
に
我
等
の
乗
し
舟
は
。
ゃ
う
／

L

こ
な
た
へ
っ
き
て
命
を
ひ
ら
ひ
ま
し
た
と
。



小
者
と
口
を
揃
ヘ
て
申
け
れ
ば
孫
八
な
げ
き
出
し
。
宿
に
帰
る
に
足
立
か
ね
男
泣
に
世
上
を
は

X

か
ら
ず
。
持
仏
堂
（
五
オ
）
へ
御
あ

か
し
を
あ
げ
花
を
さ
し
替
呑
を
盛
て
。
か
ね
を
う
ち
な
ら
せ
ば
祖
母
の
泊
の
片
手
に
お
団
子
の
こ
し
ら
へ
。
近
所
か
ら
は
思
ひ
も
よ
ら

ぬ
弔
ひ
。

そ
し
て
巻
五
の
ニ
に
あ
っ
て
は
、
「
有
夜
欠
落
し
て
」
に
は
じ
ま
る
八
丁
裏
八
行
め
か
ら
十
丁
裏
の
五
行
め
「
す
み
や
か
に
首
う
た
れ
し
」
ま
で
の
、
挿
絵

一
葉
を
は
さ
ん
だ
本
文
三
十
一
行
の
長
き
に
わ
た
っ
て
、
ま
っ
た
く
候
文
体
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
う
ち
巻
三
の
三
に
つ
い
て
は
、

そ
の
十
六
丁
表
の
「
野
等
」
は
「
野
等
も
の
」
の
誤
記
で
あ
る
と
い
う
事
実
を
ふ
く
め
て
草
稿
を
浄
写
し
た
あ
と
の
歴
然
た
る
一
章
で
あ
る
こ
と
が
前
引
中
村

氏
の
考
証
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
同
様
に
巻
四
の
一
も
、
そ
の
六
丁
表
が
北
条
団
水
の
筆
蹟
に
類
似
す
る
と
い
う
中
村
氏
指
摘
の
事
実
が
あ
る
。

〈
却
〉

す
で
に
板
坂
元
氏
に
よ
っ
て
団
水
作
「
色
道
大
鼓
」
（
貞
享
四
）
追
加
一
章
が
「
文
反
古
」
巻
三
の
一
の
中
心
の
文
章
と
同
一
で
あ
る
こ
と
の
報
告
が
あ
る
。

こ
の
巻
三
の
一
も
、
上
述
の
巻
三
の
三
、
巻
四
の
一
、
巻
五
の
こ
も
、
こ
れ
ら
は
句
点
を
有
し
評
語
に
「
此
文
を
考
見
る
に
」
な
る
冒
頭
文
を
有
す
る

A
系
列

に
属
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
巻
三
に
お
い
て
残
る
第
二
章
「
明
て
驚
く
書
置
箱
」
は
「
懐
硯
」
巻
二
の
「
後
家
に
成
ぞ
こ
な
ひ
」
に
類
話
が
求

め
ら
れ
る
。
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さ
ら
に
類
話
の
求
め
に
く
か
っ
た
巻
五
の
二
に
つ
い
て
は
、
野
間
光
辰
氏
に
よ
り
西
鶴
に
お
け
る
創
作
方
法
の
「
改
構
」
に
相
当
す
る
も
の
で
、
浅
井
了
意

（
氾
）

の
「
堪
忍
記
」
（
万
治
二
）
巻
一
の
七
「
色
欲
を
とX
む
べ
き
堪
忍
」
の
第
四
話
と
同
様
で
あ
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る
。
野
間
氏
は
こ
れ
を
改
構
と
称
す
る
ゆ

え
ん
を
、
「
古
色
蒼
然
た
る
教
訓
的
因
果
物
語
が
、
こ
こ
で
は
大
和
の
在
で
実
際
に
あ
っ
た
事
件
で
あ
る
か
の
如
く
、
現
実
的
迫
力
を
持
っ
た
物
語
と
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
た
。
か
く
し
て
A
系
列
中
の
説
話
八
章
の
う
ち
で
、
中
村
氏
に
よ
り
西
鶴
作
と
せ
ら
れ
た
も
の
巻
一
の
二
、
巻
三
の
二
、
巻
三
の

三
、
巻
四
の
二
、
野
間
氏
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の
巻
五
の
二
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
巻
四
の
一
は
、
「
懐
硯
」
の
説
話
と
同
一
素
材
を
同
一
方

向
か
ら
あ
つ
か
っ
た
も
の
で
、
嫁
に
入
縁
を
す
ふ
め
る
描
写
な
ど
は
、

親
へ
不
孝
第
一
是
非
と
至
極
さ
せ
て
（
懐
硯
）

此
家
た
L

ね
ば
二
親
へ
の
不
幸
と
無
理
に
合
点
さ
せ
（
文
反
古
）



の
ご
と
く
同
一
人
の
口
吻
を
感
ぜ
さ
せ
ぬ
こ
と
も
な
い
。
い
ち
お
う
こ
れ
も
西
鶴
作
の
可
能
性
が
な
く
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
各
章
が
、
そ
の
う
ち
の
三
章

に
わ
た
り
書
簡
文
体
と
し
て
の
破
調
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
も
は
や
結
論
は
歴
然
た
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
す
く

な
め
に
見
て
巻
三
の
三
、
巻
四
の
一
、
巻
五
の
二
の
三
章
は
、
西
鶴
作
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
、
そ
れ
は
書
簡
文
体
と
し
て
遺
さ
れ
た
作
品
で
は
な
か
っ
た

に
相
違
な
い
。
「
織
留
」
・
「
懐
硯
」
・
「
勘
忍
記
」
に
材
を
仰
い
で
新
た
な
西
鶴
説
話
と
し
た
力
量
は
も
と
よ
り
原
作
者
西
鶴
の
筆
に
あ
る
。
作
者
西
鶴
が
こ
れ
ら

を
書
き
溜
め
て
い
た
と
き
の
草
稿
は
但
し
書
簡
文
と
し
て
で
は
な
か
っ
た
。
巻
四
の
一
の
団
水
筆
蹟
や
巻
三
の
一
の
実
例
を
思
い
合
わ
す
な
ら
ば
、
あ
る
い
は

団
水
の
手
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
旧
稿
は
書
簡
文
に
改
め
ら
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
こ
に
書
捧
上
村
の
意
図
も
反
映
し
て
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
ぬ
。
逆

手
を
と
れ
ば
、
「
文
反
古
」
に
お
け
る
西
鶴
遺
作
の
旧
稿
が
こ
と
ご
と
く
書
簡
体
小
説
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。

「
世
話
用
文
章
」
の
浮
世
草
子
化
を
意
図
し
た
人
聞
が
、
西
鶴
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
が
、
「
西
鶴
文
反
古
」
と
い
う
題
策
や
、
序
文

の
文
意
の
不
明
瞭
さ
が
か
え
っ
て
書
障
や
編
者
の
意
図
を
う
か
が
え
る
要
素
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
く
り
返
す
ま
で
も
な
い
。

か
く
し
て
よ
う
や
く
「
文
反
古
」
最
終
章
の
巻
五
の
四
「
桜
の
吉
野
山
難
義
の
冬
」
に
立
戻
る
こ
と
に
な
る
。
本
論
に
お
い
て
は
こ
の
章
は
「
二
十
不
孝
」
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と
の
内
的
つ
な
が
り
を
基
と
し
て
い
ち
お
う
西
鶴
作
と
考
え
る
べ
き
因
由
を
有
す
る
と
論
証
し
、
し
か
も
そ
の
文
体
に
は
中
村
氏
に
疑
わ
れ
る
拙
劣
な
個
処
が

散
見
さ
れ
る
こ
と
を
首
肯
し
て
き
た
。
「
高
の
文
反
古
」
に
は
後
人
の
補
筆
あ
り
と
説
か
れ
て
す
で
に
久
し
い
。
し
か
し
そ
の
殆
ど
は
「
文
反
古
」
の
草
稿
を

最
初
か
ら
書
簡
文
体
と
し
て
疑
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
く
り
返
し
て
言
う
。
「
文
反
古
」
は
遺
作
で
あ
る
。
書
臨
時
の
意
図
は
い
ま
や
ま
こ
と
に
露
骨
で
あ
る
。

版
下
の
手
に
渡
る
以
前
の
、
整
理
さ
れ
た
原
稿
は
い
く
た
び
か
の
操
作
を
へ
て
形
を
と
と
の
え
た
も
の
で
あ
る
。
本
来B系
列
の
説
話
た
る
巻
五
の
四
は
、
巻

五
の
一
や
巻
三
の
三
や
巻
二
の
二
と
同
じ
く
中
村
氏
に
よ
り
草
稿
浄
書
別
人
の
一
証
と
し
て
そ
の
読
み
違
い
を
考
証
さ
れ
た
章
で
あ
る
。
西
鶴
原
作
の
こ
の
説

話
は
没
後
何
び
と
か
の
手
に
よ
っ
て
書
簡
文
体
に
あ
ら
た
め
ら
れ
た
。
も
と
西
鶴
遺
作
の
草
稿
は
書
簡
文
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
う
し
た
推
測
を
い
だ
か
せ

る
に
充
分
な
条
件
を
備
え
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
評
語
は
ど
う
か
。
「
高
の
文
反
古
」
中
の
す
べ
て
の
評
語
は
、
若
干
の
疑
念
を
蔵
す
る
ま

ま
、
い
ま
は
西
鶴
そ
の
人
が
い
ま
あ
る
が
ご
と
き
評
語
と
し
て
は
書
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
い
う
推
定
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
付
言
す
る
に
と
ど
め
る
。



七

結

語

水
谷
不
倒
氏
に
よ
れ
ば
「
世
間
胸
算
用
」
以
後
「
置
土
産
」
・
「
織
留
」
・
「
俗
つ
れ
／
・

1

」
・
「
文
反
古
」
に
い
た
る
西
鶴
本
の
刊
行
前
に
は
、
蒔
絵
師
源
三
郎

（
認
）

筆
の
挿
絵
を
有
す
る
西
鶴
本
は
認
め
ら
れ
な
い
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
蒔
絵
師
源
三
郎
風
の
挿
絵
は
く
だ
っ
て
元
禄
十
三
年
、
西
沢
与
志
（
一
風
）
の
浮
世
草
子

「
御
前
義
経
記
」
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
「
御
前
義
経
記
」
、
そ
の
刊
記
に
つ
い
て
は
す
で
に
記
し
た
（
注

3

参
照
）
。
雁
金
屋
庄
兵
衛
と
上
村
平
左
衛
門
、

そ
の
結
び
付
き
も
捜
述
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
書
簡
時
と
絵
師
と
の
関
係
は
当
然
探
る
べ
き
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
本
論
は
そ
こ
ま
で
の
力
に
不
足
す
る
。

高

の
文
反
古
」
の
成
立
論
は
再
度
検
討
す
べ
き
諸
問
題
を
内
蔵
す
る
と
い
う
こ
と
を
い
ま
は
指
摘
し
た
に
と
ど
ま
る
だ
ろ
う
。
ふ
た
た
び
ふ
り
か
え
っ
て
、
や
は

り
西
鶴
不
在
の
感
は
消
え
な
い
「
高
の
文
反
古
」
の
な
か
に
、
西
鶴
そ
の
人
の
執
筆
に
な
る
幾
章
か
が
い
つ
頃
成
立
し
た
の
か
。
如
上
の
考
察
か
ら
導
け
る
も

の
と
し
て
は
、
「
二
十
不
孝
」
と
関
わ
るA
系
列
の
巻
五
の
四
や
巻
二
の
三
と
、
「
懐
硯
」
と
関
わ
るB
系
列
の
巻
三
の
二
や
巻
四
の
一
、
さ
ら
に
「
堪
忍
記
」
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と
の
交
渉
を
も
っ
巻
五
の
こ
な
ど
が
、
堤
精
二
氏
の
い
う
西
鶴
書
き
溜
め
説
を
参
考
す
れ
ば
あ
る
い
は
貞
事
末
年
に
は
書
か
れ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
の
み
で

あ
る
。
も
う
い
ち
ど
「
寓
の
文
反
古
」
は
遺
稿
な
の
だ
。
完
成
さ
れ
た
一
作
品
と
し
て
西
鶴
生
前
の
作
品
と
同
様
に
そ
の
成
立
年
代
を
ま
と
め
て
何
年
頃
と
推

定
す
る
こ
と
は
本
論
の
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

「
世
間
胸
算
用
」
巻
一
の
四
で
芸
ね
ず
み
が
文
の
使
い
を
演
ず
る
条
に
、
或
る
人
物
が
主
人
公
の
お
ば
ば
に
対
し
て
語
り
き
か
せ
る
こ
と
ば
が
あ
る
。

い
ま
ど
曹
し
ぶ
し
だ
ん
か
し
己

W
っ
く

今
時
は
佐
か
け
山
伏
と
て
さ
ま
ざ
ま
ご
ま
の
檀
に
か
ら
く
り
い
た
し
｜
（
中
略
）
l

皆
人
賢
過
て
結
句
近
き
事
に
は
ま
り
ぬ

人
聞
は
か
し
こ
く
な
り
す
ぎ
る
と
か
え
っ
て
手
近
か
な
こ
と
に
だ
ま
さ
れ
易
い
。
そ
う
西
鶴
の
文
章
は
伝
え
て
い
る
。
「
高
の
文
反
古
」
巻
五
の
一
に
も
、

世
の
人
は
か
し
こ
き
も
の
に
て
又
だ
ま
し
や
す
く
候



と
あ
る
。
こ
の
こ
と
ば
は
、
西
鶴
遺
作
の
研
究
に
た
い
す
る
ひ
ど
く
皮
肉
な
教
訓
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

（
必
・9
・
9

）

注

寸
巳

且
－eロ

「
国
語
国
文
」
第
二
十
三
巻
第
一
号
・
第
三
号
・
第
七
号
・
第
九
号

「
西
鶴
」
（
天
理
図
書
館
編
、
野
間
光
辰
監
修
）
の
図
録
参
照
。

上
村
平
左
衛
門
と
雁
金
屋
庄
兵
衛
の
結
び
付
き
は
、
「
御
前
義
経
記
」
（
西
沢
与
志
作
）
に
も
み
ら
れ
る
。
刊
記
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

元
禄
十
一
一
一
辰
歳

1 2 3 

油
屋
与
兵
衛

万
屋
仁
兵
衛

腐
金
屋
庄
兵
衛

京
上
村
平
左
衛
門
刊
板

ま
た
上
村
板
と
し
て
は
、
「
好
色
勘
忍
記
」
も
あ
る
。
本
書
は
「
浮
世
栄
花
一
代
男
」
の
再
版
改
題
本
で
あ
る
。
刊
記
は
左
の
よ
う
で
あ
る
。

元
禄
十
一
年

寅
二
月
吉
日

大
坂

三
月
大
吉
祥
日

4 

松
葉
屋
平
左
衛
門

板
行

高
屋
彦
三
郎

「
西
鶴
織
留
諸
版
考
」
木
村
三
四
吾
、
「
ピ
プ
リ
ア
」
二
十
八
号
西
鶴
新
資
料
特
集
号
所
収
。

「
書
言
字
考
節
用
集
」
世
話
（
セ
ワ
）
！
一
下
学
集
一
風
俗
之
郷
談
也
。

パ
ジ
エ
ス
日
仏
辞
典
に
よ
る
。
な
お
「
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
」
に
は
、
四
季
に
つ
い
て
「
世
話
に
は
、
四
つ
の
時
と
い
ふ
」
と
あ
る
。

陣
峻
康
隆
著
「
日
本
の
書
翰
体
小
説
」
（
昭
和
一
八
年
刊
）
第
六
章
「
書
翰
体
小
説
の
流
行
と
衰
退
」
。

右
問
。

5 6 7 8 
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岩
渡
文
庫
「
日
本
永
代
蔵
」
東
明
雅
校
訂
、
解
説
。

本
書
は
費
吟
堂
春
色
撰
、
元
禄
五
年
二
万
翁
（
松
寿
）
践
、
刊
記
左
の
加
し
。

大
坂
高
麗
橋
真
斉
橋
筋
南
入
町

腐
金
屋
庄
兵
衛
板

「
高
の
文
反
古
の
諸
問
題
」
中
村
幸
彦
、
「
国
文
学
論
叢
第
一
輯
・
西
鶴
研
究
と
資
料
」
所
収
。

右
向
。

「
西
鶴
置
土
産
」
堤
精
二
、
「
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
二
十
五
巻
十
一
号
所
収
。

な
お
、
中
村
幸
彦
氏
・
堤
精
二
氏
の
所
論
に
関
連
あ
る
論
と
し
て
は
、
鈴
木
亨
氏
に
も
、
「
殆
ど
同
一
の
状
況
に
お
け
る
違
っ
た
生
き
方
を
描
く
た

め
に
創
作
し
た
、
い
わ
ば
ベ
ア
を
な
す
こ
篇
」
を
描
く
と
い
う
創
作
態
度
を
論
じ
た
も
の
が
あ
る
。
（
「
万
の
文
反
古
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
」
語
文

第
二
十
五
輯
、
「
高
の
文
反
古
の
創
作
態
度
」
（
近
世
文
芸
稿
十
一
集
）

注
U
と
向
。

注
U
と
向
。

注
U
と
向
。

注
目
と
同
。

「
『
万
の
文
反
古
』
の
二
系
列
」
谷
脇
理
史
、
「
国
文
学
研
究
」
二
九
号
。

注
U
と
向
。

「
新
可
笑
記
の
版
下
」
金
井
寅
之
助
、
「
西
鶴
俗
つ
れ
づ
れ
の
書
誌
的
考
察
」
中
村
幸
彦
、
共
に
「
ピ
ブ
リ
ア
」
二
十
八
号
所
収
。

注
4

・
幻
参
照
。
な
お
近
代
語
学
会
編
「
近
代
語
研
究
第
二
集
」
（
武
蔵
野
書
院
刊
）
所
収
の
、
「
西
鶴
本
の
か
な
づ
か
い
｜
カ
行
ガ
行
動
詞
の
イ
音

便
を
中
心
に
｜
」
（
島
田
勇
雄
）
に
は
こ
れ
ら
の
分
類
が
要
領
よ
く
ぜ
と
め
ら
れ
て
い
る
。

注
日
と
向
。

注
目
と
問
。

注
日
と
向
。

障
峻
康
隆
著
「
西
鶴
評
論
と
研
究
」
（
中
央
公
論
社
刊
）
下
巻
「
西
鶴
著
作
考
」

- 36 -

14 13 12 11 22 21 20 19 18 17 16 15 26 25 24 23 



28 27 

右
向
。

と
は
い
え
こ
の
論
に
お
い
て
は
、
「
：
：
：
と
見
え
た
り
」
式
の
常
套
語
を
有
す
る
評
語
の
す
べ
て
を
、
西
鶴
自
身
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
推

定
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
後
述
の
ご
と
く
評
語
の
う
ち
に
西
鶴
の
投
影
を
見
出
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
い
う
推
定
が

論
者
に
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

後
述
の
ご
と
く
、
こ
の
章
は
谷
脇
氏
の
説
か
れ
る

A
系
列
の
説
話
群
に
属
し
て
い
る
。

「
『
西
鶴
文
反
古
』
団
水
擬
作
説
の
一
資
料
」
板
坂
元
、
「
文
学
」
二
十
三
巻
一
号
所
収
。

「
西
鶴
五
つ
の
方
法
（
五
）
」
野
間
光
辰
、
「
文
学
」
三
十
六
巻
八
号
所
収
。

水
谷
弓
彦
著
「
古
版
小
説
挿
画
史
」
（
大
岡
山
書
店
刊
）
「
蒔
絵
師
源
三
郎
」

32 31 30 29 

本
論
文
作
成
に
は
公
私
立
の
諸
機
関
の
御
厚
意
を
う
け
た
。
と
く
に
「
世
話
用
文
章
」
被
見
の
折
は
東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
お
よ
び
原
道
生
氏
の

御
尽
力
を
う
け
た
。
御
礼
申
上
る
。
な
お
、
本
稿
の
論
者
の
視
点
に
関
連
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
稿
を
み
た
「
浮
世
草
子
の
成
立

と
展
開
｜
物
く
さ
太
郎
・
瓢
太
郎
・
世
之
介
・
元
九
郎
｜
」
（
講
座
日
本
文
学
第
七
巻
所
収
、
三
省
堂
刊
）
及
び
「
西
鶴
論
の
問
題
点
」
（
講
座
日
本

文
学
の
争
点
、
近
世
編
所
収
、
明
治
書
院
刊
）
が
あ
る
。
参
照
下
さ
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。
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